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　第一章　結婚しませんか




「エド～っ!!」

　荷に揚あげ用クレーンの操そう縦じゆう席せきにいるエドに向けて、メグミが手を振る。

「お弁当、持って来たわよ～っ！　あなたの好きな、バグ芋いもの煮っ転がしも入ってるわよ～っ!!」

「すみませ～ん、お嬢さあん！」

　微笑ほほえみつつ叫さけび返す赤毛の若者。

「いま行きま～す!!」

　二人は階段状になった乾ドックのヤードガーデンに並んで腰掛けた。こうすると惑星ゴロンボの大気圏を降下しつつ入港して来る貨物船がよく見える。時間さえ許すなら一日中眺ながめていても退屈はしない。

「美お味いしいです、メグミお嬢さん」

　と、バグ芋を頰ほお張ばりながらエドは目を細めた。

「お嬢さんの手料理は、最高です……」

「お嬢さんっての、やめて……」

　はにかみながら、俯うつむくメグミ・タケナカ。港湾労働者の元もと締じめの娘でも、社長令嬢には違いない。

「メグミって呼んでって、いつも言ってるでしょう」

「そう言われたって……抵抗ありますよ」

　と、こちらもはにかむエド。

「だって俺から見れば、大恩ある雇やとい主ぬしのお嬢さんなんだから……」

「あたしはあたしよ、エド……。まだ苗みよう字じ、思い出せないの？」

「思い出そうとすると、頭を万まん力りきで締め付けられてるような気分になるんです」

　苦笑しつつ、エドは言った。

「要するに、思い出すなってことでしょう」

「エド・スミスかも知れないし、エド・ゴールドマンかも知れない……。エド・スズキかも知れないわね」

　確率的には、エド・スズキが最も高い。銀河でいちばん多い姓はスズキなのだ。多い割に『スズキ某なにがし』はこの物語にはまったく登場しないが、それは単なる偶然の産物であろう。

「ひょっとして、エド・サトーかも知れないし、エド・アイゼンハワーかも知れない。冗談だけど、エド・タイラーだったりして──」

　まさに大正解を言い当てたとは露知らず、舌を出すメグミ。

「まさかね……」

「そう言えば、あのタイラー家のお孫さんも、エドといったんですよね……」

　と、他人事のように『当人』。しかし、記憶喪失の風ふう来らい坊ぼうである今のエドには、ジャスティ・エドワード・タイラー[image: ]世など他人以上に遠い存在でしかなかった。エドという名前しか思い出せないのだ。それすら、ここに来る前にいた場所で『エド』と呼ばれていたからという以上の理由ではない。エドワードなのか、エドワルトなのか、エドサブローなのか、それとも単なるエドなのかもわからない。

「一年前に、ソーラーディンギーの事故で消しよう息そくを絶ったとか……。ああ、僕に彼の百万分の一でもいい、甲か斐い性しようがあったらなあ……」

「いいの」

　と、ノゾミはエドの腕を抱いた。

「お嬢……メグミ……」

「あたしが好きなのは、ただの名無しの権ごん兵べ衛えの、傷だらけの風来坊のあなたなんだから──」

「こんな俺でいいんですか……」

「あなたでなきゃ、駄だ目めなのよ」

　そう言ってもうひとつ、バグ芋を箸はしで摘つまんだ。

「はい、あ～んして」

「あ～ん……」

　この光景を、彼の叔お父じや叔お母ばや、祖父が見たら何と言うだろうか……。

「美味しい？」

「美味しいよ。宇宙でいちばん、美味しい。そう決めた」

「そう。ありがとう……。お礼にあなたに、苗字をあげるわ」

「え──!?」

「エド・タケナカ……。悪くないでしょ？」

「悪くないどころか……いいんですか？」

　今の彼には、分ぶん不ふ相そう応おうどころの話ではない。

「俺は……素す性じようの知れない風来坊……全身傷だらけの──」
















「ねえエド。人が人を好きになるのって、理屈じゃないのよ……」

「でしょうけど……」

「父もこのことは、承知してくれたわ。笑ってね」

「社長が……」

「あなたは社長の跡あと取とり。何の問題もないわ。それともエド・タケナカで一生を終わるのは嫌いや？」

「そんな──！　願ってもないことです!!」

　本当のことを言えば、エドの心の中の何ど処こかでは誰かが『いけない！』と叫んでいた。しかし、そいつが同時に自分の頭痛の原因でもあることを知っていたので、エドはその叫びをあっさりと無視することができた。

　容姿から言えばメグミはその名前同様平凡かも知れないが、そう名付けた親の願いと同じくらいに気立てと健康と快活さに恵まれていた。

　結婚相手として、何の不足があろう。

「じゃ、決まりね」

　と微笑ほほえむメグミ。彼女はエドと結ばれることでもたらされる幸福を確信していた。そういう笑顔だった。

「式場はどうしよう？　ま、父さんと母さんが式を挙あげたのと同じ、福ふく寿じゆ殿でんかな？」

「気が早いですよ。お嬢さん……」

「こういうのは早い方がいいのよ。それに、あなたに決定権はないのよ」

「そういうところは、分相応なんですね」

　エドはまた微笑んだ。微笑むしかなかろう。

「そ、社長令嬢の命令です。でも、これで晴れて堂々、呼び捨てにできるのよ」

「嬉うれしいです……」

「あなた、泣いてんの？」

「俺、天てん涯がい孤こ独どくだったから──」

「漢おとこが女の前で泣くな！」

　ふと、懐なつかしい響きがした。彼にごく近しい人が、その妻から日にち常じよう茶さ飯はん事じ的に言われ続けていた台詞せりふだとは、知る由よしもない。

「でも、その垂たれ目で泣かれるってのも、いいものよねえ……」

　極言すればメグミは、エドのこの垂れ気味の目──単に『垂れ目』の一ひと言ことで片付けるのは、やや不ふ遜そんであり気の毒でもある──に惚ほれたのである。

　誰の基準で見ても、エドはいい漢だった。実を言うと娘以上にエドを評価していたのは、彼を拾ってくれたジンさんことジン・タケナカ社長かも知れない。エドは複雑なクレーン操そう作さをものの半月で覚えた。

「おまえひょっとして、もっと面めん倒どうな機械を操縦してたことが、あるんじゃねえのか？」

　と、社長はエドに言った。

「覚えていないんです……」

　思い出そうとすると頭痛が彼を襲った。しかし、そうだったかも知れない。もしかすると、類たぐい希まれなパイロットであったとしても、不思議はないのである。

「まあいい。うちにとっちゃ、願ってもない拾い物だった訳わけだ。おまえくらいの技能を持った奴やつを正規の給料で雇うと、今の三倍払わなきゃならねえ……」

　そう言って笑ったタケナカ社長であったが、人のよい彼も、実は六倍であることは黙っていた。その代わり結果的に娘を『くれてやる』ことになったのだから、損そん得とく勘かん定じようからいけばとんとんだろう。実際、エドはよく働いた。酒も飲まなければギャンブルもしない。これは銀河一のギャンブル惑星ゴロンボに於おいては、稀け有うと言うよりは変人の所業であった。

「エドはウチの宝だぜ」

　とまで、社長は言った。

「ブラック・セラフィムの脱会信者じゃねえかって陰口を叩たたく奴がいるのは知ってる。だが、それだって構わねえ。もしそうだったとしても、俺はかえってブラック・セラフィムに感謝するね。この不景気に、いい働き手をありがとうってな！　ともかく、今後俺の前で、そんな事を噂うわさする奴は、フォークリフトで踏み潰つぶしてやっからな!!」

　そんな訳でエドは、自分の素性が思い出せないというただ一点を除いては、何の悩みもない環境で伸び伸びと働くことができたのである。

　ささやかだが、確かに幸福だった……。

　その漢が、会社に雇われるまでは──。




「こいつに色々と教えてやってくれ、エド」

　その、頰に火傷やけど跡のある新入りを紹介された時、エドの脳のう裏りの奥で鈍にぶい稲いな妻ずまが走った。しかし、それはエドにとって、過去を思い出そうとする度たびに感じる疼うずき以上のものではなかった。むしろ、痛みの絶対量としてはさほど大したものではない。

「やる気はあるんだ。一生、ここで働きたいって言ってるのが、その証拠さね」

　と、もうじき義父となる予定のタケナカ社長は、軽い気持ちで言った。

「今いま時どき珍しくな。だから、おまえに預ける。頼んだぞ」

　それほどエドを信用しているということだ。

「うまくいけば、我が社はまたとない働き手を、もう一人得られるって寸法よ」

　そう言って、両手でエドと、その新入りの肩をポンと叩いた。

「名前は……ええと……」

「タカヒロです」

　と、頰に火傷のある新入りは何な故ぜか巧たくみに視線を逸そらせながら言う。

「タカヒロ・タカイ……」

「じゃあ、縮めてタカでいいな」

　と社長は言った。

「ここじゃ、皆そういう愛称で通してるんだ。早く仕事場に慣れるためにも、その方がいい」

　エドがエドのままなのは、単にそれ以上縮めようがないからだった。仮にフルネームを知ったら、タケナカ社長も仰ぎよう天てんするに違いあるまい。

「じゃ、エド、タカのことを頼んだぞ」

「はい」

　それが悲劇の発ほつ端たんだとは知る由よしもなく、エドは頷うなずいた。タカヒロ・タカイことカイ・マサヒコは、本人も予想だにしなかったことではあるが、エドの摑つかんだ束つかの間まの幸福を断ち切りに現れた使者であった。

「その傷、どうしたの？」

　と、何なに気げなくエドは尋ねた。

「火傷みたいだけど……」

「ちょっと……」

　と、タカことカイは言葉を濁にごした。今になっては本当に、

『ちょっと』

　したことでしかなかった。忌いまわしい過去と訣けつ別べつするには、むしろ安い代だい償しようだった。

「悪かった。言いたくないんなら、それでいいよ」

　記憶を失っても基本的に善人であるエドは、それ以上追及することはなかった。

「悪かったね」

「別にいいっスよ。それより俺は、早いこと仕事を覚えたいんです。宜よろしくお願いしますよ、先輩」

　根が善人ということでは、カイとてエドにひけは取らなかった。ブラック・セラフィムと切れて、この若者本来の人ひと懐なつこさが前面に立っていた。頰の火傷を除けば、どこにでもいそうな、ちょっと斜しやに構えただけの屈くつ託たくない善良な若者に見えた。いや、実際そうだったかも知れない。

「先輩はよしてくれ」

　はにかむエド。

「エドでいいよ」

「じゃあ、遠慮なくそう呼ばさせて貰もらいます」

　カイは目ま深ぶかに被かぶった作業帽の庇ひさしの下から、睨ねめ付けるようにエドを見上げ、喉のどの奥で、

「エド……この野郎」

　と低く唸うなった。エドはその声にも、視線にも気付いてはいない。

『ここで遭あったが、百年目だ』

　カイにとっては、まさしくそういう心境であったに違いない。彼は還かえる場所を失なくして以来、自分でもやり場のない怒りを持て余していた。

　願ってもない、邂かい逅こうであった。しかも、相手は一いつ切さいの記憶を喪失している。これ以上のお膳立てがあるだろうか。

「ヤーヴェのお導きかな？」

　そう呟つぶやいて嗤わらう余裕さえ、今のカイにはあった。ブラック・セラフィムの呪じゆ縛ばくを離れて半年、放浪生活の中で彼の洗脳は解けつつあった。ヤーヴェはもはや絶対的ではなく、かなり相対的な物の見方も出来るようになっている。八割方一般人と言っていい。

　それでもなお譲れぬ最後の二割が、自分を今の境遇に追い込んだ連中であった。その中にはかつて自分が上級幹部として所属していたブラック・セラフィムと、その敵である無責任カルテットの、双方が含まれている。

　今のエドを殺すことは、カイにとっては簡単であった。何でもないことである。

　だが、あっさり殺してしまったのでは、到とう底ていこの荒すさんだ心を覆おおい尽くしている闇やみは晴れない。そのこともまた、カイは知っていた。今のエドを殺しても、それは記憶を失った一人の気の毒な青年を殺したに過ぎないのであって、カイが憎んでも余りあるジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラー[image: ]世を抹まつ殺さつしたことにはならない。

『まず──』

　と、カイは思った。

『こいつに記憶を取り戻してもらわないことにはな……』

　それまでは牙きばを隠して、彼の側そばにいる。

　いったんそう決めてしまえば、カイの自制心は自分でも驚く程ほどに強固であった。エドの前では完かん璧ぺきな『新入りの、不慣れな部下』を演じてみせる自信すらあった。

「エドさん」

　と、彼はエドの側にいて、一見屈くつ託たくのない笑顔で彼をそう呼び、仕事を覚えた。傍はた目めには、二人はよい師し弟ていにさえ見えた。エドの教え方もよかったし、カイの吞のみ込みも早かった。タケナカ社長のホクホク顔が目に浮かぶようだった。二人目も願ってもない拾い物だと、彼は思ったに違いない。もしも娘がもう一人いたら、タカことカイに妻めあわせようとさえしたかも知れない。

「エドさん」

「なんだ、タカ」

　と、最後の仕上げを兼ねたクレーンの実地作業を監督しながら、エドは言った。

「メグミお嬢さん、美人っスねえ」

「そう思うか？」

　はにかみながら、エド。彼はカイを疑ってみようともしなかった。見掛けによらず、従順でしかも有能な部下だった。やや意い固こ地じなところもあるが、それは仕事に対する、彼なりの完璧主義の現れと、好意的に受け取ることもできる。実際、エドはいつもそう解かい釈しやくしていた。

「ええ」

　微笑みながら、頷くカイ。

「お似合いっスよ、エドさんと……」

「そうかね？」

「絶対、絶対、お似合いっス！　この俺が保証しますって!!」

「モニターから目を離すな!!」

　照れながらも、エドの叱しつ責せきが飛ぶ。

「いいか。クレーンには数十人の人間を、楽に殺すだけの殺さつ傷しよう能力があるんだ。クレーンを任まかされるということは、それだけの人の命を預かっていることと同じと思え！　だからといって、萎い縮しゆくすることはないんだぞ。萎縮したら、却かえって危険だ」

「はい……」

　素直に頷くカイ。

「わかってます……。慎重にやりますよ。もう二度と、仕事でヘマはしたくない……」

　偽いつわらざる本心だった。

「で、メグミさんの話なんスけどぉ……」

　この二重人格的と言ってもいい気持ちの切り替えの素す早ばやさこそが、カイ・マサヒコの真しん骨こつ頂ちようであった。人のいい若者の顔と、天使の微笑を湛たたえた悪魔のそれとを巧たくみに遣つかい分ける。

「本当に、可愛かわいいっスねえ。エドさんが羨うらやましいですよ」

「ふふ……」

　エドの貌かおから、我知らず笑みがこぼれた。記憶を失ってこの方、意識を包み覆う厚い黒雲に笑うことも希まれな彼ではあったが、メグミのことを想うと仕事中でも、ついつい表情は綻ほころんでしまう。

『そうだ。そうして笑っていろ』

　とカイは心の中で言った。

『今のうちだけ、せいぜいな……』

　もちろん、そんな本心はおくびにも出さない。

「で、もう済ませたんですか？」

「済ますって、何を……？」

「あ～ん。そんなの決まってるじゃないですかあ……」

　クレーン操作中であることも忘れ、笑顔を拵こしらえつつ、肘ひじでエドの脇腹をつっつくカイ。本当に、この若者の人懐こい笑顔には、他ひ人との警戒心を解く魔力ちからがある。

「済ますっていったら、ねえ……」

「あのなあ、タカ」

　苦笑いするエド。

「俺から見れば、メグミさんは社長のお嬢さんなんだぞ。本当の夫婦になる前に、淫みだらなことなんか出来る訳ないだろう……」

「関係ないっスよ、そんなの！　今時流は行やんないスよ。やっちまえばいいんですよ。いや、やっちゃわない方がどうかしてますって……」

「そりゃ、俺だって……」

「どうせ結婚するんだから、今のうちにやったところでウヤムヤっスよ」

「無む茶ちや苦く茶ちやな論理だな……」

「やりましょう！」

　クレーンそっちのけで、尻しりを叩くカイ。

「ね、エドさん！　なんなら、俺がお膳立てを整えますよ」

「おまえがいい奴なのも、俺たちのことをおまえなりに真剣に考えてくれているのもよ～くわかった……」

　頭を抱かかえつつエドは言う。

「だから頼むから、作業中クレーンから目を離さんでくれ。これ以上頭痛の種を増ふやしたくない……」

「悪かったっス……」

　しゅんとなるカイ。

「いや。何もそこまで落ち込むことはないんだが──」

「じゃあ、やっちゃいましょう!!」

「だからそれは、あくまで俺の問題であって──」

「ところでエドさん」

「ん？」

「エドさんが首から下げてるそのペンダント……」

「あ、ああ……」

「トップはロケットになっているみたいスけど……」

「そうだな」

「そうだなって……まるで他ひ人との物みたいに」

「うん。思い出せないんだ。気付いたら、掛けてた」

「その中には当然、メグミお嬢さんの写真が──」

「わからん」

　眉をしかめるエド。

「わからんって、そんな……」

「開あけてみたことは、ない」

　苦く悶もんに近い表情になるエド。

「開けるのが、怖こわくてな……。いや、わかってはいるんだ。俺の記憶を解く鍵かぎかも知れないってことは──。だが怖くて、どうしてもできない」

「だったら──」

　と、ニヤリ嗤わらってカイ。

「俺が開けても、いいっスか？」

「タカ」

　と、エドは真顔でカイを見た。

「俺の中にいるライオンを、解き放ちたいか？」

「い、いや……そんなつもりで言ったんじゃ……」

　記憶を失っているにも関わらず、エドの眼がん力りきは何もかも見み透すかしているかのようであった。カイは一瞬、マジに気け圧おされた。

「だったらやめておけ。冗談にもな」

「…………はい」

「じゃ、次は実際に、荷を仕分けしてみようか。これができたら、合格だ。おまえも晴れて、二級クレーン操作士だぞ。そうなりゃ、女房を養うくらいの稼ぎは得られる」

　元の笑顔に戻ってエドは言う。

「頑がん張ばれ」

「はい……」

　頷くカイ。

『まあいい。黙っていても、おまえはメグミと結婚する』

　と、カイは思った。

『初夜を迎えたところで、おまえにマリアのことを思い出させてやるさ。俺が直接手を下すまでもなく、自責の念からおまえは自滅する……。そこで俺が慈悲深く、とどめを刺してやるさ』

　まさしくそれこそ、エドにとっては取り返しのつかないことであった。

『おまえには、メグミくらいがお似合いさ。幸せになりな。一晩だけだけどな……』

「どこを見てる！」

　エドが叫んだ。

「目を離すなって言っただろう!!」

　クレーンの先が、滑すべった。

　持ち上がりかけた荷が、海に落ちる。

「馬ば鹿か野や郎ろう！」

　カイを罵ば倒とうするエド。

「あれが練習用の空から箱ばこでなかったら、中身によっちゃ何百万ギガタイラス無む駄だにしたところだ。おまえに払えるか!?　真剣さが足りない！　そんなことじゃ、いつまでたってもペーペーの下働きだぞ!!」

「いいんですよ」

　と、カイは自じ嘲ちようした。

『もう、責任のあるポストには、就つきたくないんです。迂う闊かつにね……』




「誠まことにもって由ゆ々ゆしき事だ」

　とカツヤは言った。

「タイラー家の嫡ちやく男なんが、行ゆく方え知れずとは──」

「ぼやいたって、事態は改善されないのよね」

　と、ノリカが兄を見る。

「八方手を尽くして、捜さがしてはいるんです」

　と、ケン。

「しかし、フヨウ家の情報網をもってしても、エドの行方は杳ようとして──」

「本気で捜しておるのか？」

　と、その部屋にいるゲストが言った。

「いい加減に、やっておるのではないのか？」

「ちょっと、ロージー妃ひ殿でん下か」

　ノリカはそんな彼女に、すかさず嚙かみ付いた。

「いくら皇こう帝てい陛へい下かの娘でも、言っていい事と悪い事があるわ。ケンはエドの親友なのよ！　実の兄弟も同然に仲がよかったのよ。そんなケンを疑うなんて……」

「悪かった……」

　とローゼリア妃殿下は頭を垂たれた。

「疑った訳ではないのだ。すまぬ。しかし、余よとてエドの身を案じておるのじゃ。そのあまり……赦ゆるせ」

「赦すとか赦さないとか、そういう問題じゃない」

　と、さすがにリーダーらしく、カツヤは言った。真新しい軍服の胸には、燦さん然ぜんと銀河鳳ほう珠じゆ章しようが輝く。

「ここにいる者は一人の例外もなく、エドの身を心底案じている。だからこそこうして、集まっている……。あいつのために──」

「兄あに貴きも立りつ派ぱになったわ」

　とノリカ。

「以前のプータローぶりが、噓うそのようだこと……。これで父さんも少しは、安心かな？」

「いや。最愛の孫を失った哀かなしみの方が、ずっと大きい……」

　とカツヤ。

「悔くやしいが、親おや父じは俺なんかよりずっと、エドを愛していた……」

「まだ死んだと決まった訳じゃない！　お願いだから過去形にしないでくれ!!」

　と、頭を抱かかえるケン。

「最後に彼に逢あった人間が、僕だなんてたまらない……。側そばにいながら見捨てたみたいで──」

「自分を責めるな！　それを言うなら行かせた俺も同罪だ……」

　とカツヤ。

「実際、エド捜しは究きゆう極きよくの難題だぜ……。ブラック・セラフィムの調ちよう伏ぶく船団を撃破する方が、ずっと易やさしいってもんよ」

「まぐれは二度ないぞ、兄貴」

　とノリカ。

「たまたま、捨すて鉢ばちで打った作戦が、功を奏しただけよ」

「それだって、いいのさ」

　とカツヤ。

「俺は嬉うれしいんだ。俺にも、親父譲ゆずりの強運があったかと思うとな……」

　起死回生の大逆転でセラフの一人、カーツ・ウェクサーを殪たおし、さらにその後、小さな局地戦で二度ばかり勝利を収めた。しかし、最初の戦闘はともかく、他の二回は彼をサポートした有能なスタッフに扶たすけられたのである。カツヤはそこまで自うぬ惚ぼれ屋ではない。

　それでも、勝利は勝利だ。

「いまや大佐待たい遇ぐうだもんね。この士官学校中退は……」

「抹まつ籍せきだ」

「自じ慢まんするなよ」

　とケン。

「で、表向きの肩書きは番長だってのも笑わせる。大佐と准じゆん将しようの間に位置する特設階級だって？」

「階級じゃない」

　とカツヤ。

「職掌でもない。番長は番長だ。ま、大佐待遇とは言っても事実上提督より偉えらい。艦隊の全権を掌握している」

「お情けで……」

　とノリカ。

「お情けだっていいさ。なんのかんの言って艦隊を動かすのは、気分がいいもんだ。隣となりにエドがいてくれれば、もっとな……」

　華やぎかけた雰囲気も一いつ瞬しゆんにして、しゅんとしてしまう。

「エドが生きているとして──」

　と、カツヤはケンを見た。

「あいつが行きそうな場所に、心当たりはないか？」

　藁わらにもすがるとはこのことである。

「ビシュラムはどうか……」

　とロージーが言った。ビシュラムはラアルゴン皇帝家歴代に所縁ゆかりある保養惑星である。

「御言葉ですが、その線はないでしょう」

　とケン。

「妃ひ殿でん下かはともかく、エドにはビシュラムに関して、いい想い出はあまりないかと存じますよ。それに、ビシュラムならもう何度も捜そう索さくしたでしょう？」

「当然だが、やはりエドはビシュラムにいるような気がする」

　些いささか気分を害した様子で、それでもビシュラムに固こ執しつするロージー。

「余にはそう思えてならん……」

「ともあれ、宇宙は広いわね」

「こうしている間にも、膨ぼう脹ちようを続けているしね」

　と、ノリカの言葉をケンが引き継ついだ。

「俺たちの声も、届かねえか……」

　とカツヤ。

「それだ!!」

　とケン。

「急に大声を出すなよ」

「だから、大声を出すんだよ」

　とケン。

「大声？」

「考えてもみろ」

　ケンは言った。

「今まで、八方手を尽つくしてエドを捜したことはあった。しかし、僕らの方から直接、エドに出て来いと呼び掛けたことは、まだなかったよね」

「あ──！」

「確かに……」

「言われてみれば──」

「呼び掛けるんだよ!!」

　とケンは言った。

「銀河のあらゆるメディアを通して、エドに──！」

「うん。確かにフヨウ家おまえんとこの財力をもってすれば、それはたやすいかも……」

「派手にやるよ！　全ネットワークを通して」

「でも、それって……」

　ノリカが言うように、一いち抹まつの不安もないではなかった。

「ブラック・セラフィムも当然、その放送に触ふれる訳よね。まずくない？」

「確かにそれはある」

　ケンも認めた。

「でも、ここまで手を尽くして、わからなかったんだ。エドがまだ生きているなら──僕はそう信じているけど──絶対に僕らの放送を聞く。そして、僕らのメッセージ通りに動いてくれる!!　今まで現れなかったには、絶対何かの事情があるんだ」

「なるほど」

　頷うなずくカツヤ。

「ケンの言うことは、もっともだ。俺はケンを支持する」

「ありがとう」

　ケンはその涼しげな瞳ひとみでカツヤを見た。銀河で五本の指には入る美形である。今のところその白はく皙せきの貌かおには、瑕きずひとつない。

「もちろん、やるからには、芸のないことはしないよ」

　微笑ほほえむケン。

「わかってるよね」

「じゃあ──!!」

　ノリカの表情が、ぱっと明るくなった。

「ＫＥＮＫ暗号を使うのね！」

「あたり!!」

　とケン。

「さすがはノリカだ」

「そりゃいい！」

　カツヤも同意した。

「あれを使うのは、かれこれ十年ぶりか？」

「十二年ぶりってとこね……。あたしがまだ小学生だったから──」

「まさか、あれが役に立つことがあろうとは……」

「あったりめえだ！」

　胸を張るカツヤ。

「こんなこともあろうかと、密ひそかに創つくっておいたのだ」

「噓ばっかし！」

「のう……」

　一人、蚊か帳やの外に置かれたのはロージーである。

「ＫＥＮＫ暗号とは、そも、何じゃ？」

「ははは、殿下には初耳でしたね」

　笑ってケン。

「僕たちの頭文字を取って名付けたんです。僕たちだけの間で通じる、秘密の暗号ですよ。けっこうよく出来てましてね。発案者はカツヤなんですが、試しに軍の情報部で使っている暗号解析装置にかけても、解読できなかったくらいなんですよ。もちろん僕らの間なら、今だってバッチリ通じますよ。エドなら絶対、あれを覚えているはずです！」

　胸を叩いた。

「そうかのう……。余にも教えてくれるのか？」

　誰でも一度は、子供時代に仲間同士の間だけで通じる暗号を創つくったことがあるだろう。問題は、それをいつまで覚えているかということだ。ま、それほどカツヤの創案したＫＥＮＫ暗号は、完成度が高かったということでもある。

「まあ、時がくれば、いずれは……」

　ケンは巧たくみに、言葉を濁にごした。

「まあ妃殿下ほどの御ご聡そう明めいな方であれば、解読可能かとも思いますよ」

「意地が悪いのう。この期に及んで、懐かい古こ趣しゆ味みの秘密主義か？」
















「仕方がありません、殿下」

　ノリカは言った。

「あたしたち無責任カルテットの鉄の結束には、何なん人びとたりとも後からは入り込めないのです。たとえそれが、ロージー妃殿下でも──」

「ほう」

　ならばとこちらも突っ込む利り発はつなロージー。

「なら訊きくがの」

「はい……」

「マチコとか申す、女おな御ごはどうなのじゃ？　例外ではないのか？　それとも──」

「それは──」

　答えようとして、絶句してしまうノリカ。

「なるほど……」

「そいつは盲点だったな」

「マチコかあ……。参まいったな」

　互いに顔を見合わせ、悩む無責任カルテット・マイナス・ワンであった。

「それこそ、エドに相談してみないことにはなあ……」

　ともかく、鳩きゆう首しゆ会議はひとつの大きな結論をもたらした。

　後は実行あるのみだ。無責任カルテットに、躊ちゆう躇ちよ・逡しゆん巡じゆんの文字はない。










　第二章　本命がいますか




「珍しいこともあるもんだ」

　と、タケナカ社長は自分の湯ゆ吞のみで焙ほうじ茶を飲みながら言った。

「この港に、瞬間最大風速五十五メートルの暴風雨だとよ。こんなのァ、観測史上実に四十何年ぶりかだぜ」

　惑星ゴロンボの天候は、全般に極きわめて穏おだやかなのである。

「そんな訳わけで、今日は仕事は早めに打ち切りだ。濡ぬれないように、コンテナにシートだけ掛けとけ」

　そろそろ怪あやしくなってきた空を見上げながら、社長は言った。

「そういう訳でエドよ」

「はい」

　振り向くエド。

「タカと一いつ緒しよに、シート掛けとけ。結婚前の大事な体だ。無理すんなよ」

「はい！」

　いよいよ挙式を、一週間後に控えたエドとメグミであった。

「メグミの花嫁衣い裳しようか……。たまらんなァ……」

　ぐじゅっと洟はなを啜すすって、社長。

「さぞや綺き麗れいだろうなあ。死んだノゾミばあさんにも、見せてやりたかった……」

「また社長のいつものが、始まったあ……」

　と、作業員たちが一いつ斉せいに笑った。

「だけど、それもあと一週間だあ」

「ええい、てめえら！　いいから仕事しろい!!」

　十じゆつ把ぱ一ひと絡からげの作業員たちを適当に追い払っておいて、社長はエドに向き直り、しみじみと、

「なあエドよ」

　と、まるで実の息子にでも語り掛けるように言ったのだった。

「メグミのこと、宜よろしく頼むぜ」

「いやだなあ、社長……」

　改まられると、照れる。

「あいつのこと、幸せにしてやってくれや」

「言われるまでもありません」

「おまえのことだ、わかっちゃいるとは思うが──」

　ずいっと、間ま合あいを詰める。

「万にひとつでも不幸にしやがったらクレーンで叩たたき潰つぶして、テトラポッドの下に埋めてやるからな」

　有う無むを言わせぬ、迫力がある。

「よもやおまえが、そこまでの恩知らずとはこっちも思いたくはねえが……」

「そ、そんなことありませんって」

　辟へき易えきしながら、エド。

「僕がメグミお嬢さんを不幸にするなんて、できっこないじゃないですか……」

「そうだよな。そうだよな!?」

　今度はその手を取り、目に一杯泪なみだを溜ため、

「おまえは優しい、奴だよな」

　と念を押す。

　実になんとも、父親であった。それしか言い様ようがない。

『面おも白しろいことに、なってきたな』

　煙草たばこの自動販売機の陰では、カイがそれを聞いている。

『こいつは是ぜ非ひとも、とびきり不幸になってもらいたいね』

　思わず北ほく叟そ笑えんでしまう。

「とにかくメグミは、おめえに託した」

　と、社長。

「言うこと聞かねえようなら、遠慮は要いらねえから張り飛ばしてやんな。それであいつが幸せになるなら──」

「あの～」

　と、雲行きを眺ながめながら、エドは畏おそる畏る言った。

「そろそろ仕事に行っても、いいですか？」

「おう。そうだったそうだった！」

　洟を拭ふきながら、社長。

「早いとこ済ませて、今日は帰けえんな！」




「いいか、タカ」

　とエドは言った。

「コンテナにシートを掛ける。急がないと、荷が濡れてしまうからな」

　コンテナといっても、半はん端ぱな量ではない。数にして数百個、山と積まれている。これに一いつ遍ぺんにシートを掛けて、高波にも流されないようにロープで縛るのだ。当然人力では、限界もある。

「クレーンを使って、シートを吊つり下げる」

「はい」

　頷うなずくカイ。

「俺が下でシートを掛けて固定するから、おまえはクレーンを頼む」

「わかりました……」

　何か含むところのある、カイの微笑である。しかしエドは気付かない。

「できるな」

「任まかせてください」

　とカイは胸を叩いた。

「超ＯＫっスよ！」

「まったくおまえって奴は、今いま時どきのワカモノだなあ……」

　自分の若さは棚に上げ、エドは苦笑いした。

「じゃあ、頼んだからな」

「はい」

　そろそろぽつぽつと、雨の滴しずくが頰ほおに当たり始めた。

「急ごう！」

「はい!!」

　カイはクレーンの操そう縦じゆう席せきへと通じる、小型の一人用エレベーターに乗った。エレベーターが必要な程ほど、巨大なクレーンなのである。そうでなければ数百個のコンテナに、一度にシートは掛けられない。

「聞こえるか」

　と、小型無線機を取り出し通話するエド。運転席とのやりとりにも、無線機が必要なのであった。

『聞こえま～す！』

「叫さけばなくてもいい。じゃあ、始めようか」

『はいはい』

「返事は一度！」

『はいっス』

「大だい丈じよう夫ぶかな……」

　だがカイの物覚えは、悪い方ではなかった。というか、エドの次くらいには使える。

「そうだよなあ……」

　と、クレーンの操縦桿かんを握りながら、これは聞こえないようにカイは呟つぶやいた。

「もし、今俺が、クレーンをあいつの頭上に落としたら、イチコロなんだよな。手が滑すべったで済むし、悪くて業務上過か失しつ致ち死し、間ま違ちがっても殺人にはならない……。こりゃ完全犯罪に近いね」

　くくくと嗤わらう。そうしたい衝動を、掌てのひらの上で転がすように楽しんでいた。

「でも、それも面白くない。奴に記憶を失ったまま死なれても、俺の復ふく讐しゆう心は到とう底てい満たされない。俺が悲しませたいのはエドであって、メグミじゃない……。もうちょっと先の楽しみに取っとくか。取り敢あえず今は、エドの奴を百回くらい殺せるな。くっくっく……」

　作業中に余計なことを考えるとロクなことはないものである。クレーンの先端に、シートが引っ掛かって落ちなくなってしまった。

『よそ見するなって言ったろ！』

　無線機から、エドの叱しつ責せき。

「すんません……」

『高い所は、大丈夫か？』

「なんとか……」

『じゃあ悪いが、おまえアームを伝って行って、シートを外はずしてくれ』

「俺が？」

『他に誰がいる。おまえの方が近い』

「直接行って、この手で？」

『ヘマの代だい償しようだ』

「わかりました……」

　しぶしぶ頷く。

「やりゃいんでしょ、やりゃ！」

『命綱、忘れるなよ』

「言われなくたって──」

　やれやれと、カイは操縦席から立ち上がった。雨あま合がつ羽ぱを羽は織おり、ベルトに命綱のフックを引っ掛け、外れないか確認し、クレーンのアームを渡る。

　地上高、六〇メートルといったところだった。カイは高所恐怖症ではないが、それでも躊躇ためらうに充分な高度である。幸いにしてクレーンのアームは人一人が楽に歩ける程の幅があり、しかも手て摺すりも設けられている。

「ったく……。このツケもちゃんと復讐の台帳に付けとくからな、エドよ」

　ぼやきながらクレーンのアームを渡り始めたカイの足が、アームの半ばで不意に止まった。それ以上、一歩も動くどころか、立つこともできない。

　雷かみなりであった。




「タカ！　しっかりしろ、タカ!!」

　無線機に向けて、必死に叫ぶエド。

「聞こえるか!?」

『はい……』

　今にも死にそうなと言うか、半分以上死んだようなカイの声が辛かろうじて聞き取れた。

「しっかりしろ！　ガキじゃあるまいし、それしきの雷で……」

『もう駄だ目めだ……怖こわいよ……』

　あたかも幼児に逆行したかのような声だった。

「歩けるか？」

『無理っス……とても──』

　再び閃せん光こうと、それに続く激しい雷らい鳴めい。

「大丈夫だ。遠い」

『近い遠いは、あんまり関係ないんス。とにかく雷は……ああっ！』

「わかった。俺が行くからな」

　とエドは肚はらを括くくった。

「そこでじっとしてろ！」

『……すんません』

　泣いていた。

「妙みような奴だなあ……」

　と、狭い一人用のエレベーターに体を滑り込ませつつエド。

「しかし、人間意外なところに弱点があるもんだ。してみると、奴も案外、可愛かわいいじゃないか……」

　操縦席に入ると、まずクレーンを操そう作さしてアームの角度を下げ、カイの蹲うずくまっている位置を海の上になるようにクレーンを旋回させた。これで万が一足を滑らせるようなことがあっても、海に落ちるだけで済む。とはいえアームから海までの高さは、なお三〇メートルはあった。

「あの辺あたりの水深は……一〇メートルはあったよな」

　確認するかのように呟くエド。あまり深過ぎても、かと言って浅過ぎてもいけない。

　下では他の作業員たちが、心配そうに見上げている。急を聞いてタケナカ社長と、メグミもやって来た。

「エド……」

　祈るように見上げるメグミ。

「どうか無事に──」

「こんなところで、死ぬようなヘマは……」

　と、エドは自分に言い聞かせた。

「断じて──」

　エドに命綱はない。一本しかない命綱はカイが結び付けている。ただ、アームはほとんど水平になっているから、その必要はないかと思われた。

「カイ！　今行くぞ!!」

「早く～!!」

　プライドも何もない姿で、カイは泣き叫んでいた。

「怖いよう……怖いよう……」

「しょうのない奴だ」

　足を踏み出す。

「さ、摑つかまれ！」

　手を差し出す。

「エドさあん!!」

　不意に抱だき付くカイ。重心が崩くずれた。

「あ──!?」

　思わずよろけるエド。

「おい……」

「わあん！」

　カイに事態を把は握あくするだけの余裕はない。にも関わらず彼は、無意識のうちに最高の選択をした。彼にとっての最高、つまりエドにとっては最悪の選せん択たく肢し──。

　ひょいと、夢中で伸ばしたカイの手が、エドが首から下げていたペンダントを引っ張ったのだ。

「う……」

　苦しさの余り、エドはカイの手を払い除のけようとした。

　その弾はずみに、ペンダントトップのロケットが開いたのだ。

「あ──!?」

　中に収おさめられていた写真を、エドは見た。見てしまった。

「マチ……コ……」

　その瞬間に、ひときわ大きな稲いな光びかりが天空を覆った。

　エドの脳のう裏りに、失われていた過去が、一瞬の間に文字通りフラッシュバックした。




「おじいちゃんは、元大統領……」

「僕、エドっていうんだ。君の名は、マチコ……？」

「ブラック・セラフィムに、潜せん入にゆう……」

「マチコを取り戻して……」

「マチコ……なのか……」

「俺のことは心配するな、ケン……」

「やめろ！　そいつらに、罪はない……」



















「あああ！」

　頭を押さえて、絶ぜつ叫きようするエド。

　バランスを大きく崩した。

　そのまま、真っ逆さか様さまに眼下の海面へと──。

「エド！」

　メグミの悲ひ鳴めい。




「ありゃあ!?」

　玄関先で素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、カツヤである。

「どうしたのよ、兄あに貴き？」

　ノリカが部屋から顔を出す。

「靴くつを履はこうとしたら、紐ひもが切れちまった……」

　と首を竦すくめて説明するカツヤ。

「最初から切れてたんでしょ」

「これは軍から配給されたばかりの、新品だぜ」

「じゃ、不良品でしょ」

　こともなげに言う、ノリカ。

「じゃなきゃ、誰かに剃刀かみそりで切れ目を入れられたのよ。兄貴、敵が多そうだから──」

「なあるほど！」

　それですっかり、納なつ得とくしてしまうカツヤであった。

「そうだったのか、はっはっは……」

「うふふふふ……」

　困った兄妹である。




「エド、しっかりして、エド！」

　メグミの献身的な看病の甲か斐いあってか、エドは三日目に意識を取り戻した。

「気付いたのね。よかった！」

　ぽかんと目を見開き、珍めずらしいものでも見るかのようにメグミの顔を見詰めるエド。

「君は……誰？」

「え!?」

「ここは、何ど処こだ!?」

「何処って、病院……」

「病院。そうか。俺は落っこちたんだもんなあ……」

「思い出した？」

「ああ。あいつら、無事かな？」

「あいつらって、タカは一人よ。無事だけど──」

「タカ？　それは誰だ!?」

「誰って、あなたの部下じゃない！　あいつのせいで、あなたは──」

「そんな部下はいない。俺の部下というのは、可愛かわいい信者たちだ。あいつら、無事なのか!?」

「信者って、あなた、まさか……」

「そもそも君は誰？」

「誰ってあなたの婚約者……」

「違う違う！」

　手を振るエド。

「僕の婚約者は宇宙にたった一人、マチコしかいない！　君なんか知らない!!」

「エド──!!」

　顔を覆って泣き叫ぶメグミ。

「ひどいわ！　どうかしてる!!」

「どうかしてるのは、君だろう」

　と、記憶を失っていた間の『記憶』を、今度は入れ替りに根こそぎ喪そう失しつしてしまったエドなのである。

「赤の他人である君に、エドなんて呼ばれる筋すじ合あいはないよ」

「エド……。あなたは本当にエドなの？」

　泪なみだながらに訴えるメグミ。

「僕がエドでなくて、何なんだ」

　と、自分の言葉の持つ残ざん酷こくさに気付くべくもないエドは言った。

「ジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト[image: ]世……。それが僕のフルネームさ。親切なお嬢さん」

「あ──────ッ!!」

　メグミの絶叫。

「そんな……今になって、思い出すなんて……明日は、結婚式……なのに……」

「お嬢さん……？　どうかしましたか？」

　今度は逆に気を失ったメグミを、ベッドの上で支えるエド。

「何が何だか、さっぱりわからない。どうして僕はここに──」

「思い出したようだな」

　カーテンの陰から、記憶を取り戻させた『恩人』が現れた。

「俺が説明してやろう」

「カイ！」

　エドは叫んだ。

「おまえがどうしてここに──!?」

「色々あったのさ」

　頰ほおの火傷やけど跡あとを指差しながら、カイ・マサヒコは言った。

「これでようやく対等に、おまえを憎めるってもんだ。記憶を失っている間のおまえは、そんなに悪い奴じゃなかったよ。それとももともと、いい奴なのかな？」

「記憶を……失っていた!?」

「そうさ。今度はその間の記憶を失ってしまったとはお笑いだがね」

「…………どれくらい？」

「一年近いぞ。おまえが正体を暴あばかれ、ブラック・セラフィムを追われた時に記憶を失ったとすると──」

「そんなに……」

　愕がく然ぜんとなる。

「この子……」

　と、膝ひざの上で失しつ神しんしているメグミを見た。

「僕のこと、知ってるみたいだった……。結婚式とか……」

「おまえ、本当に覚えていないのかよ」

　却かえって呆あきれ、同情するカイ。

「教えてくれ！」

　今となっては、カイにでもすがる外ほかはない。

「何があった!?」

「結婚式の相手は、おまえだよ」

　ここぞとばかりに、復ふく讐しゆうの牙きばを剝むくカイ。

「そんな！　僕には……マチコが……」

「おまえはその資格を、永久に失ったのさ、気の毒に……」

　にやっと嗤わらう。

「その娘のお腹なかの中には、おまえの子がいる」

「噓うそだ！」

「噓かどうか、じきにわかる」

　もちろん噓であるが、今この場での効果はカイが期待した以上に絶大であった。

「記憶を失っていたとはいえ、おまえもやるよな。恩人の娘をたらし込んで、しかも子供が出来てしまったから慌あわてて入籍だなんて……」

「僕はそんなこと、していない！」

「おまえじゃない」

　と、カイは言った。

「もう一人のおまえがやった！」

「噓だ！」

「噓と言うなら、おまえの噓はもっと始末が悪い。身分を偽いつわったろ」

「え──？」

「偽装入信とはいえ、元ブラック・セラフィムの幹部という身分を偽って、罪もない善良な社長の一家を騙だましていたんだからな。え、そうじゃないか？　プリンシパリティー・エド……」

「───」

「安心しろ。身分詐さ称しようというなら、俺も同罪だ。結局おまえには、俺がお似合いのライバルさ」

「カイ……」

「さて」

　隠し持っていた、ナイフを抜く。

「目め出で度たく記憶が戻ったところで、今度は俺の私的な復讐に移らせてもらおうかな……。もっとも、今のおまえの受けたダメージは、わざわざ俺が手を下すまでもないってところだが、借りは借りで貸しは貸し、きっちり精算させて貰もらうぜ！」

　振りかぶった。

「死ねや！」

　咄とつ嗟さにエドは、枕を投げた。ざっくりと斬きり裂くカイ。

　羽毛が病室中に舞った。

「くっ!!」

「おまえの頭上に、雷が降りますように！」

　呪のろいの言葉を投げ付けるエド。牽けん制せい以上の効果があった。

「ぶっ殺してやる！」

「そうはいかない……」

　パジャマのままで、立ち回るエド。

「マチコを取り戻すまでは、死ぬ訳にはいかない！」

「おまえ、自分の言っていることが、どれほど極ごく悪あく非ひ道どうなことか、わかって言ってるか!?」

「おまえに言われたくないね」

「いいや！　俺から見ても、おまえは最低の漢おとこだ！　おまえの一ひと言こと一言は、メグミの心をズタズタにしたんだぞ。ささやかな、人並の幸福を夢見ていたそいつの心を──！」

「よく言う！　その人並の幸福とやらを、常に泥足で踏み躙にじってきたのがおまえらブラック・セラフィムじゃないか!?」

「そうさ。だが、おまえのしたことは、さらに罪が重い。知らなかったで、済ませられることじゃないんだぞ」

　再びナイフが光った。

　腕を抉えぐられ、苦く悶もんの表情を浮かべるエド。

「とどめだ！」

　が、花瓶がカイの後頭部に叩きつけられた。
















「出てって！」

　メグミが投げつけたのだ。カイの石頭にも、かなりのダメージだった。彼の手から血ち塗ぬられたナイフが床ゆかに落ちた。

「二人とも……出てって──ッ！」

「ま、いいか……」

　と、カイは頭を押さえてなお嗤った。

「こっちの方が、おまえには残酷かもな。生きて自分の所業を後悔しな。それもまた、一いつ興きようだろうぜ」

　捨て台詞ぜりふを残して、開いた窓から身を躍らせるカイ。

「また来るぜ！」




「言葉がこれほど無力と感じたことはない」

　と、エド。

「君にはどんな償つぐないの言葉も、虚むなしいのはわかってる。それでも謝あやまらなきゃいけない……」

「どうして？」

　と、刺すようなメグミの視線がエドの心臓を真正面から射抜いた。

「どうして謝る必要があるの。あなたが『あたしでいい』とさえ言ってくれるなら、あたしはちっとも構かまわないのよ。可愛そうなエド……」

「それは……言えない……」

　と、エドは唇くちびるを嚙かんだ。

「僕は今ほど自分を、残酷な奴だと思ったことはない。思わずにはいられない」

「あたしじゃ……駄だ目めなのね」

「駄目だ……としか言えない自分が呪わしい。事情を聞けば聞く程ほど──」

　エドは虚こ空くうを仰あおいだ。

「君を愛さなければならない理由は山程ある。僕が君を愛していい理由も、即座に百やそこらは思い付く。実際、君には何の不足もない。むしろ、得え難がたい女ひ性となんだろうな……」

「だったら──」

「それでも、君を愛せない理由が、たったひとつある。たったひとつ。そのひとつが、とてつもなく重い……」

「教えて」

「僕の口から、言わせるのか」

「言わせる権利は、あるわ」

「それが僕に対する罰ばつと言うのなら、甘んじて受けよう。しかし、言えば君を傷付ける」

「もう充分に、傷付いたわ」

「君は、死ぬかも知れない……」

「あたしはそんなに、弱くない……つもり……」

　もう泣いていた。

「わかった」

　エドは頷うなずき、言った。

「君は……マチコじゃない！　君を愛せない理由は、それだけだ!!」

　言ってしまった後で、エドはひどく後悔した。

　泣き崩れるメグミを波は止と場ばに残したまま、エドは背中を向けた。

　この惑ほ星しには、居られない。

　帰る場所も、ない──。










　第三章　逃げ出したくなること、ありますか




「お祖じ父い様に呼ばれたそうですね、ドミニオン・シン」

「はい」

　女め神がみにも等しいマリアに声をかけられ、どぎまぎしながらシン・カトリは頷うなずいた。本当は、まだ彼女と直接会話を許される階級ステージにはない。

「確かにヤーヴェに呼ばれました、マリア」

「で、お祖父様は何と？」

「驚くべきことです」

　とシン。

「私めを、次なる調ちよう伏ぶく船団の指揮官に……」

　ブラック・セラフィムの調伏船団とは、一般の軍における艦隊を指さす。その指揮官に任命されるとはつまり、提てい督とくになることを意味するのだ。十九歳の少年に、惑星ひとつを優ゆうに滅ほろぼせるだけの戦力を与えようというのである。

「まあ……すると……」

　マリアことマチコ・バッハ・カヤマは瞳ひとみを輝かせた。

「昇進したのね」

「明日にもオーファンにと、内々に──」

「では、もう私とも口をきけるのですね」

「ええ。もうきいていますけれど……」

　マリアとおおっぴらに話せるそのことが素直に嬉うれしい。シンはそういう表情であった。もともと彼の魂たましいは、限りなくピュアに近いのである。だからこそ、ヤーヴェやマリアのためならば平気で人も殺せる。その一方で、それ以上の大それた野や望ぼうを抱いだく可能性も、限りなくゼロに近い。元来、ヤーヴェが最も望んでいた信者とは、彼のような存在かも知れなかった。

　けだし、昇進は当然であろう。

「でも、自分がオーファンだなんて……」

　軍で言えば、それは少将にも匹ひつ敵てきする地位であった。直接艦隊を采さい配はいできる。

「正直、昇進の早さに心が追い付きません。重圧で、潰つぶされそうなのです」

　瞳を見開き、切せつ々せつと訴うつたえるシン。

「そうかも知れませんね。あのキムタークと同じ階級ステージですものね」

「キムタークは、やはり同日付けでチェラブに昇進なさるそうです。バランス上、当然でしょうね」

「では、チェラブのゴロン・イノセントは……？」

「イノセントは、チェラブのまま据すえ置きです。何かヤーヴェの、気に沿わぬことでもしでかしたようです」

　そう言ってシンは、にっこりと笑った。

「まあ、よくお言いだこと……」

　微笑ほほえむマチコ。その理由になら、心当たりはあり過ぎる程にある。

「つまりあなたは、カイの抜けた穴を埋める訳わけね」

「そういうことになるでしょう。殉じゆん教きようなされたセラフ・ウェクサーの穴を埋めるのは、キムタークかイノセント、どちらかになることでしょうが──」

「さしあたって、あなたはまだまだ昇進することでしょうね。手て柄がらを立てれば……」

「死ぬかも知れません。次の戦いで──」

「では……」

「カツヤ・タイラーと闘たたかえと、ヤーヴェの仰おおせです。逆らえません」

「カツヤと──」

　三大幹部の一角、カーツ・ウェクサーを葬ほうむった憎むべき宿敵である。教団にとっても当面最大の障害と言ってよかった。

「つまり、そのための昇進なんですよ」

　微笑みながらシンは言ったが、その表情は空くう虚きよであった。

「何な故ぜあなたが……」

「それは、僕がリガの出身ではないからです。あの恐るべき惨さん劇げきの遺い児じではないからこそ、選ばれたのです」

「お祖父様がそう言ったの？」

「いいえ。でもわかります。カツヤがあの戦法を取る以上、リガのチルドレンでは恐怖に打ち勝てない。だから僕が選ばれたのです。そうでもなければ、リガの出身でもない僕が出世できるはずがない……」

「ひどいわ！」

　憤ふん慨がいするマチコ。

「それではあなたに、みすみす死ねと言っているようなものじゃない！　ろくに実戦経験もないあなたに──」

「いいんです」

　とシン。

「要は、勝てばいいんです。たとえ、カツヤ・タイラーが恐るべき敵でも……。それに、これは罰ばつかも知れない」

「罰？」

「マリア」

　と、その瞳ひとみを見据え、シン・カトリは言った。

「あなたも知っての通り、僕の父はジャスティ・ウエキ・タイラー、つまりカツヤの父でエドの祖父であるあのタイラー大統領の腹ふく心しんでした。ま、腹心とは言ってもその実態は、お抱かかえ運転手ですけどね……」

「知っているわ。でも、関係ないでしょう？」

「あるんですよ。僕だってそれくらいわかります。要は、忠誠心を試されているんです。カツヤ本人とだって、まんざら知らない仲じゃない。僕が彼に対し、些いささかでも攻撃を躊躇ためらうようなことがあれば、その素そ振ぶりを見せた瞬間に僕は粛しゆく正せいされるでしょう」

「そんな……」

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は絶対に手は抜きません。ヤーヴェやあなたを、心から敬愛しているのです。その心に、偽いつわりはありません」

「わかるわよ！」

　シンの手を取り、マチコは叫さけぶように言った。

「それがわからない私だとでも、思っているの!!」

「いいんです。それだけで」

　シンは言った。

「それよりも気になるのは、マリア……。どうやらヤーヴェは、僕がエドを匿かくまったことも薄々知っていらっしゃるようでした。そして、彼を手引きして逃がしたのが、あなただということも──」

「その償つぐないが、実戦経験のないあなたをカツヤにぶつけることだと……」

「少なくとも僕は、そう解かい釈しやくしています」

「シン……あなた……」

『死ぬ気なのね』

　と、マリアは言おうとした。だが、言わずともその先がわからぬシンではなかった。彼はただ黙って首を振った。

「いいんですよ」

　と彼は言った。

「死ねばあなたと同じ、天国に行けるのです。あなたはともかく、ヤーヴェが来られるのは、そう先のことではないと、あの方に直接御お目め通どおりして、そう感じました」

「あなたもそう思うのね」

「残念ながら……」

　ヤーヴェは死病に冒おかされている。タイムリミットが近いことが、彼を焦あせらせていた。聡明であった祖父の、明日無きが故ゆえの暴走を、マチコは密ひそかに恐れているのだった。

「あと半年、もつかどうか……。幹部たちの噂うわさです」

「シン」

　マチコの中で、ある決意が固まったのは実にその瞬間であった。

「わかりました。お祖父様があなたを呼んだ理わ由けが。下がって宜よろしいと言いたいけれど、今度は私が、あなたを私こ室こに呼んだその理由を、言う番ですね」

「何でしょう？」

　畏かしこまるシン。ある期待に打ち震えているのがわかる。

「近う……」

　シンを呼んでおいて、

「実は──」

　と、その耳に直接囁ささやいた。

　その姿をキムタークやイノセントが見れば、嫉しつ妬としたに違いない。しかし、その内容はシンを心底、震しん撼かんさせるものであった。

「あなたは狡ずるい……マリア」

　聞き終えて、彼は言った。微笑みは崩くずさないが、その手は細かく震えていた。

「僕が断ことわれっこないのを、知っていますね」

「そうね」

　微笑む。そういう意味では、マチコは確信犯であった。

「私って、結けつ構こう我が儘ままな女なのよ」

「あなたをそんな風に変えてしまった、エドが憎い……」

　と、シンは言った。笑っていない。いつも笑顔でいる分だけ、彼の真顔は怖こわいのだ。

「そのエドのために、僕がそんなことをしなきゃいけないなんて──」

『赦ゆるせないな』

　と、マリアの前でなければ彼は言っただろう。

「やってくれるんでしょう」

　とマチコ。

「やってくれますよね。シン……」

「はい」

　シンは破れる程ほどに唇くちびるを嚙かんだ。

「マリアの仰せとあらば──」




「ハッチが勝手に開いただと!?」

　部下からの報告に、ゴロン・イノセントは眉をしかめた。

「出港申しん請せいは、受理していないぞ。許可した覚えもない……」

　そうであれば、ハッチが開いた意味はただひとつであった。

「脱走か……」

　イノセントの冷れい徹てつな眉が、微かすかに動いた。実は彼は、それを密かに期待してもいる。

「最近とんとなかったからな。ま、それも面おも白しろい」

　ふっとため息を漏もらし、

「撃破しろ」

　と、いつもの淡たん々たんとした口調で命じた。

「見せしめの意味もある。少々派は手でにやっても構かまわ──」

　彼の命令を遮さえぎったのは、積年のライバルであるキムタークからの、息いき急せき切った電話であった。

『ま、待て！　イノセント!!』

　キムタークがそれほどまでにうろたえた声を出すのを、雷かみなりの時以外には初めて聞く。もっとも雷の鳴っている最中は、イノセントとてそれどころではないのだが──。

『撃ってはいかん！』

「そう言えば昇進したんだったな、キムターク」

　楽しい時の常で癖くせっ毛をいじりながら、イノセントは薄笑いを浮かべたまま、言った。

「私と同じチェラブになったのがそれほど嬉しいか。しかし、昇進は私の方が早かったことを忘れてもらっては……」

『それどころじゃないんだ！』

　と、キムターク。

『その小型艇に乗っているのは、シンなんだ！』

「だったらなおのこと……」

　と、イノセント。

「見せしめにいい」

『それだけじゃないんだ！』

　伝達事項の優先順位を間ま違ちがえるなど、キムタークが混乱している証拠であった。

『……アも、乗っているんだ！』

「なに!?」

　イノセントの眉が、ピクンと跳はね上がる。

「今、何と言った？」

『だからあ──』

　と、大きく息を吸い込んでから、キムターク。その間もイノセントにはもどかしい。

『マリアも乗っているんだ！』

「撃つなあ！」

　イノセントの絶叫を、多くの部下は初めて聞いたはずだ。

「撃った奴は、即座に浄じよう化かしてやるう!!」




「追っては来ないわね」

　と、高速宇宙艇の後部シートで、マチコ。

「どう対処していいか、わからないのでしょう」

　と、操そう縦じゆう桿かんを握りながらシン・カトリ。

「僕が彼らの立場なら、そうです。前ぜん代だい未み聞もんですよ。あなたがあそこから逃げ出すなんて。誰も予想だにしていなかったでしょう……。計画を打ち明けられた時は、僕でさえ我が耳を疑ったんです」

　大たい抵ていの若者はマニュアルに書かれていない行動は取れない。独自の判断で行動して責任を取りたくないからだ。ブラック・セラフィムといえどもその例外ではなかった。

「これで僕は、間違いなく裏切り者として浄化される……」

「大丈夫です」

　と、我が儘お嬢様は言った。

「万が一の時には私がちゃんと、弁明して差し上げます」

「だから、あなたはわかっちゃいないんです」

　苦笑するカトリ。しかし今やその笑いには『実』があった。密かに今の状じよう況きようを楽しんでいる。

「捕つかまったら、たとえあなたが何と言おうとも、僕があなたをそそのかしたことにされて、殺されてしまうんですよ。そういうものなんです」

「実状の如何いかんを問わず？」

「はい」

　頷くシン。

「どうあっても？」

「はい！」

「つまりあなたは死を覚悟で、それでも私の計画に、荷か担たんしてくれたという訳なのね」

「そういうことです……」

「悪かったわね……」

「いいんです」

　とシン。

「たとえ教団の教えに背そむこうとも、マリアの意に沿うならば、来世での楽園は約束されると信じていますから──」

「でも、私のしようとしていることは……」

「それだって、いいんです」

　と、シンはどこまでも清すがしい笑顔で言った。

「僕、マリアが……」

　後方警戒レーダーが警報を告げた。

「やっとその気に、なったようですね」

「大丈夫？」

　とマチコ。

「逃げ切れる？　今捕まったら、私はともかく、あなたが──」

「大丈夫です」

　自信たっぷりに操縦桿を握るシン。

「僕の父親を、誰だと思っているんです。宇宙一の、操そう艦かんの名手と言われた、ハロルド・カトリなんですよ！　たとえ教団が血の絆つながりを否定しようと、僕にはその父の血が、確かに流れているんです!!　脈々とね」

　その言葉に噓うそはなかった。

　数で百倍する追手をものともせず、シンの操縦する高速宇宙艇はぶっちぎりの速さで巨大惑星の輪が作る電磁体に飛び込んだ。

「これでもう大丈夫。レーダーは効ききません」

　白い歯を見せて微笑むシン。

「寿じゆ命みようが縮まりました……」

　と、蒼あおい顔でマチコ。

「僕は楽しかったです」

「これからどうします？」

「取り敢あえず、近くの惑星で物資を補給しましょう」

　とシンは言った。

「そこで、凡ぼん婦ぷと凡ぼん夫ぷに変装します」

「変装……」

「はい。この格かつ好こうでは──」

　教団服を指差し、

「目立ち過ぎますからね」

　と微笑んだ。

「僕がマリアのために、服を見み繕つくろって差し上げますよ。それくらいは、許されるでしょう？」

「え、ええ……」

「それからゆっくりと、捜さがせばいいじゃないですか。エドを──」

「ええ。ありがとう」

　ようやく人心地を取り戻し、微笑むマチコ。

「シン・カトリ」

「はい？」

「あなた……」

　マチコは不意に、この打算とは無縁の少年が愛いとしく思えてきたのである。それまではただ、利用するための駒こまでしかなかった。少なくともエドの前に、その存在は霞かすんでいた。

　しかし、彼も一個の人間なのだ。その当り前の事実に、ようやく気付いたのである。

　マチコは愚おろかな女なのであろうか？

「エドに会ったら、どうします？　それから」

「わからないな」

　シンは正直に言った。

「わかりません。自分でもどういう行動を取るのか、その時になってみるまでは皆かい目もく……。エドを殺してしまうかも知れないし、僕が死んでしまうかも知れない。そこまで極端でなくても、僕の取る選せん択たく肢しは、その間で無限にあるでしょう？　あるはずですよね」

「シン……」

　何な故ぜかはわからない。涙がとめどもなく溢あふれた。
















「ありがとう……」

「いいんです」

　とシン。

「そのマリアの涙だけで、僕は報むくわれました」




「おい新入り」

　声をかけられ、鉄骨を担かついだままエドは振り向いた。

「よく働くな。だがそんな調子じゃ体が保もたねえぞ。弁当にしようや」

「ありがとうございます」

　と、額ひたいに汗を浮かべつつ、埃ほこりまみれのエドは浮かない表か情おで言った。

「でも僕は、弁当を持っていないんです。食堂で食べようかと──」

「やめとけやめとけ」

　気のいい三十男の先輩は彼の肩を叩たたいて言った。

「あの食堂はな、社員食堂とは名ばかり、高くてまずいんだ。ちょっとでも知ってる奴は、誰もあそこでなんか食べようとも思わねえ」

「そうなんですか……」

　資材を下ろし、適当に相あい槌づちを打つエド。

「そうとも。これからも、色々と教えてやるからな。この建築現場は、訳知りになっちまえば、それはそれで楽しいところよ。しっかし、おまえ……」

「エドです」

　と、エドは言った。

「エド……スズキ」

「エドか。おまえくらいのいい漢おとこなら、弁当を作ってくれる彼女には不自由しないだろうに……」

「いたんですけど、色々ありまして……」

「そうか。詮せん索さくするのは野や暮ぼってもんだな。仕事ぶりは様さまになってるが、このピンチョに来る前は？」

「ゴロンボにいました」

「ゴロンボ？」

　先輩作業員は首を捻ひねった。

「あの惑ほ星しの日当は、どんなに悪くてもこの惑星の三倍はするはずなんだがな……」

「そうだったんですけど──」

　日当だけではない。食べ物も格段に美う味まかった。その気になれば遊び場所にも事欠かなかった。至れり尽くせりのゴロンボに較くらべれば、ピンチョは発展途上の惑星である。将来はともかく、今現在の面白味はあまりない。

「色々ありまして……」

「ま、いいや、住めば都だ」

　エドの肩を叩く先輩。

「俺は、ヤーノシュってもんだ。今日は、俺のカミさんの手弁当を、分けてやるからよ。仲よくやろうぜ……」

「あ、すみません。でも、僕にはそうして貰もらうだけの理由が……」

「実は朝からおまえの働きぶりを見ていたんだ」

　と、ヤーノシュは言った。

「おまえにはなかなか、見み所どころがある。若くてハンサムなのに、腰掛けでなく真ま面じ目めに働く気があるなんて見上げたもんだ」

　どうやらエドには、どんな状じよう況きようになっても人を感じ入らせる何かがあるようである。どこでも芽を出し、花を咲かせる種のような若者であった。

「買い被かぶらないでください」

　エドは謙けん虚きよに言った。

「行く処ところがないだけなんですから──」

「よっしゃ！　じゃあ今夜から俺ンとこへ来い!!」

　ヤーノシュは胸を叩いた。

「ガキはうるさいが、おまえの寝るところくらいは確保してやる。もっとも女房がおめえに色目を使わねえか、それだけが心配だがよ」

「あの……」

　と、エドは言った。

「やめておきます……。お気持ちは嬉しいのですが、御ご辞じ退たいさせていただきます……」

「何でだい？」

　ヤーノシュには、わからない。

「僕と関わると、不幸になるからです」

　と、エドは言った。

「御迷惑を、おかけすることになります。僕にはそれが、耐えられないんだ！　お願いだから、僕に構かまわないでください!!」

　叫びながら、せっかく見付けたこの仕事場も、長くは勤まらないなとエドは思った。




「あの……」

　波は止と場ばで宇そ宙らを見上げながらぼんやりしているメグミに、声をかけた者がいた。

「何だい？」

　別人の面相になったメグミ・タケナカが、大たい儀ぎそうに振り向く。あれほど活いき活きとしていた瞳ひとみの輝きも失うせ、生ける屍しかばねのようだった。

　一日中することもなく、ドックヤードに座すわって空を見上げ所在なげに宇宙船の出入りばかり眺ながめている。

「つかぬことをお尋ね致します」

　と、若い女が言った。誰の基準で見ても、美人であった。腰までありそうな長い髪は、特に見事であった。やや窶やつれてはいたがメグミとは対照的に、生せい気きに溢れている。

「この港で、エドワードという若い人が働いていらしたと、お聞きしたもので──」

「ははん」

　メグミにはすぐにピンときた。

「エドを訪ねて来たのかい？」

「はい」

「赤毛の、垂たれ目……」

「はい！」

　マチコの声が、弾はずんだ。

「まさに──!!」

「あんた」

　メグミは立ち上がった。

「マチコだね」

「え……？　はい！」

「やっぱり」

　と、メグミ。ふっと重たく笑う。

「すぐわかった。エドが好きそうな女ひ性とだ。その目も、その髪も!!」

「あなたは──？」

「エドといいところまで、いったのよ。でも──」

　メグミは正面からマチコを睨にらみつけた。マチコは受けて立った。

　物陰からは心配そうに、シン・カトリが見詰めている。何かあったらすぐに飛び出せるように──。

「でも、もうちょっとのところで、エドは思い出しちまってね」

「何を……？」

「あんたを！」

　メグミは叫んだ。そして指差した。

「エドの心には、あんたのことだけだったよ!!　本物のエドはそうだった。あたしは贋にせ物ものでも、ちっとも構わなかったんだけどね……。世の中そうそう都つ合ごうよくは、いかないね」

「…………」

「行きな」

　と、メグミは言った。左手に持っていたのは、ウィスキーの瓶びんだった。

　足下にも二、三本、転がっている。

「エドを夢中にさせた、おまえの顔なんか見たくもない！　それにエドはもう、このゴロンボにはいないよ」

「何ど処こへ──？」

「三日前寄よ越こした手紙には、惑星ポルポからとあったね。妙みように律りち義ぎな奴でね。ポルポの港に行ってみな」

「ありがとうございます」

　マチコは丁てい寧ねいに、頭を下げた。

「そうさせていただきます。御親切に──」

「別にあんたに、親切になんかしたくなかったさ」

　とメグミ。

「目め障ざわりよ。さっさと消えて！」

「はい。あの……」

「何!?」

「出過ぎたこととは存じますが、あまり過ぎたお酒は、体によくありませんよ」

「誰の為ために！」

　メグミはまだ中身の残っている瓶を地面に叩きつけた。

「一体誰のために、健康を保てって言うのよ!!」

「あなたの上に、神の御ご加か護ごがありますように──」

「消えちまえ!!」

　マチコは静かに去った。

「何かあったようですね」

　と、シン・カトリが彼女を迎えて言った。

「思えばエドも、罪作りな漢おとこです……。そんな漢のために、あなたまで不幸になるなら、僕は耐えられそうもないな」

「いいのです」

　マチコは言った。

「そんなエドを、私は愛してしまったのです」

「それもいいかも知れない」

　苦笑して、シンは言った。

「そんなあなたを、僕は──」

　不幸のローテーションであった。エドを中心に、彼の行く先々でどんどん拡大する一方である。




「馬ば鹿かよねえ……」

　マチコの去った埠ふ頭とうで、メグミは泣き続けた。

「こんな嫌いやな女になんて、なりたくなんかないのに……」

　その手には、エドからの手紙が握られている。消印は惑星ピンチョ。ポルポとはゴロンボを挟はさんで正反対の方向にある。

「だけど、あたしにだって、女の意地があるんだ……。そう簡単に、マチコをエドとなんかくっつけてやんない！　たとえマチコが、どんなにエドに相応ふさわしい女ひ性とでも──」










　第四章　図に乗るほうですか




「敵もさすがに、馬ば鹿かではありませんな」

　と、専任参さん謀ぼうとなったドミトリー・ハイフェッツ──中佐に昇進──が唸うなった。

「どうされます、番長？」

　カツヤを見る。

「決まってる」

　と、赤色巨星番長の異い名みようを持つ若き天才は言った。微笑ほほえんでさえいるかのようである。二十四歳で事実上、艦隊を指揮する司令官の地位を得た。これはかの父親より早い。七なな光ひかりを考慮に入れても、褒ほめられてよい栄えい達たつである。

「敵がその気でくるなら、意表を突いてやるまでのことさ」

　不敵に嘯うそぶくカツヤ。

「やり方が気に入らねえ」

　ブラック・セラフィムの調ちよう伏ぶく船団は、カツヤの率ひきいる討とう伐ばつ艦隊から見て、惑星を盾たてに取るように敷ふ陣じんしている。艦隊が全力で砲撃すれば、調伏船団も打撃を受ける代わりに、惑星も無事では済まない。なお姑こ息そくなことに、敵の旗き艦かんの位置する射線のまさに延長線上には、惑星の首都がある。

「どこまでも、汚きたない奴らだ。人ひと質じちを取ったつもりか……」

　カツヤはそこだけ伸ばした小指の爪つめで、耳の孔あなをほじくりながら呟つぶやいた。怒った時の、それが彼の癖くせだった。それも、尋じん常じようでなく怒りに震えた時の──。

　顔は笑っていても、腸はらわたは煮えくり返っているのである。カツヤがおもむろに耳をほじりだした時は、あのノリカでさえ言葉に気を遣つかうのである。

「それだけあなたを畏おそれている証拠ですよ、カツヤ番長」

　ドミトリー・ハイフェッツは言った。ジャスティ・ウエキ・タイラー全盛時代の大番頭と言われた、かの老将イツァーク・ハイフェッッ提てい督とくを祖父に持つ敏びん腕わん参謀である。頭の切れと腕力では、祖父を上回るであろう。しかしそんな彼でさえ、カツヤには一いつ目もくも二目も置いている。それは単にカツヤがタイラーの息子であるというばかりではない。ドミトリーは老タイラーを伝説としてしか知らないが、彼が今上官と仰あおいでいるカツヤは『時の人』であり、しかも偉大過ぎる父親のプレッシャーにも負けず、着々と戦果を上げつつあるのだ。彼が忠誠を誓ちかい、心しん酔すいしつつあるのはタイラーではない。カツヤである。むしろドミトリーはカツヤの父ということで、間接的に往年のタイラーの偉大さを類るい推すいしているくらいなのであった。彼にとって、同時代人はカツヤなのだ。

「敵は最初から、勝つ気がねえとみた」

　憤ふん然ぜんとして、カツヤは言った。

「あの卑ひ怯きよう極きわまりない陣取りが、何よりも雄弁に、そのことを証明してやがる。あの惑星の名は？」

「エルフィンです。惑星エルフィン」

　女性オペレーターが言った。

「人口は七億八千万……。首都はメタポリス」

「八億人の、人質か……」

　ほじる耳を替えながらカツヤ。

「こっちが射線をずらそうとすれば、どう出るかな？」

「向こうもこちらに合わせて、位置を変えるだけのことでしょう」

　と、ドミトリーは参謀らしく、努めて冷静に言った。とはいえ、彼もカツヤに負けず劣らず、腸は煮えくり返っているのである。冷静さはほとんど職業的な自己抑制だった。

「外周にいる我々の方が、動く距離は大きいですからな。奴らは我々の動きに合わせてほんの少し、移動するだけでよろしい。状じよう況きようは何も変わりません」

「汚いな」

　とカツヤ。

「ええ……」

　頷うなずくドミトリー。

「汚いです」

「だが、奴らは闘たたかう前から負けている！」

　ブリッジの全員に聞こえるように、カツヤは言った。

「と言うよりも、勝利を放ほう棄きしている。あの数なら、まともに闘っても負けはしないだろうに……。諸君！　奴らは自みずから、時の運を投げたぞ。宇宙は金こん輪りん際ざい、ブラック・セラフィムのためには味方すまい!!　よって必然的に、勝利は我々のものだ！」

「しかし番長閣かつ下か……」

　あの女性オペレーターが言った。

「番長の下に閣下は要いらない」

　微笑みながらカツヤ。彼の解かい釈しやくでは『番長』それ自体が尊称という理屈になるのであろう。実際、その通りである。

「ではカツヤ番長……。この場合は勝利よりも、盾に取られた惑星エルフィンの八億の安あん危きの方が肝かん要ようかと存じますが──」

「君、名前は？」

　話の腰を折るように、カツヤは彼女をじっと見た。口元に微笑みがある。

「あ……ドレフュス中尉です」

「姓じゃない。ファーストネームは!?」

「フランソワーズです……。フランソワーズ・ドレフュス……」

　ドレフュス中尉は頰ほおを紅あからめた。なんとも場違いな、取り様によっては不ふ謹きん慎しんの極きわみとも思えるカツヤの質問であった。

「そう。フランソワーズね……。美人だな」

「ま──」

「フランソワーズ。エルフィンに親戚がいるのかね？」

「……はい」

　唐とう突とつな質問だったが、ドレフュス中尉、いや、フランソワーズは正直に答えた。

「叔お父じが、一人……。メタポリス郊外に住んでおります」

「やっぱりね……。尋常ではない君の様よう子すからして、たぶんそんなことじゃないかと思ったんだ。でも大だい丈じよう夫ぶだ」

　カツヤは言げん下かに言った。

「君の叔父さんの安全は、この僕が保証する。この赤色巨星番長、カツヤ・ウエキ・タイラー・ジュニアがな！　御ご利り益やくは、おそらくヤーヴェより確かだぜ」

「信じております……」

　フランソワーズは微笑んだ。

　たかがブリッジオペレーターの挙きよ動どうにも心を砕いていてくれるのかという意外さが、信頼関係に変わるのにさほど時間はかからなかった。そしてカツヤ自身が企き図とした以上に、その波及効果は大きかった。

「ウチの番長は、部下の心をちゃんと理解してくれている……」

　という絶大な信頼が、部下たちの士気をいやが上にも高めたのである。カツヤ自身、そこまで意識してやったことかどうか……。というのはブリッジ要員の中でもとびきり可愛かわいいドレフュス中尉のことを、カツヤは前々から気にしていたふしがあるからである。

　カツヤは、こと女性に関しては晩生おくてではなかった。むしろとんでもなく早熟だったと言うべきだろう。彼が父親を上回っている、数少ない特性のひとつである。その性欲の向けられる方向性も、美び醜しゆうに関する感性も、極めて正常なものであった。ただ、執しゆう着ちやくの度合が、尋常ではなかった。これと決めた婦ふ女じよ子しにアタックして、ほぼ確実に籠ろう絡らくしてしまう。そうして、籠絡した瞬間から、急激にその熱は冷めてしまうのである。

　一ひと言ことで言って、明朗快活な『女性の敵』であった。それでいて、憎めない。

　その点は、父親から受け継いだ美質であろう。

　そこはかとない愛あい矯きようは、濃密に遺伝していた。それでいて、男ぶりも決して悪くはないのだから、捨てられても嫌いになれない。

　なかなかに、厄やつ介かいな漢おとこである。一筋縄ではいかない。

　戦術家としての彼に関しても、同質の評価を与えることができる。

　一筋縄ではいかない戦争の達人──単に戦略家ということなら、カツヤは父親をも凌りよう駕がする。これは間ま違ちがいない──でありながら、負けてもどこか彼を嫌いになれない。

　彼は勝っても奢おごるということがなかった。それどころか、大勝する度たびに、むしろしんみりとした表情になった。むしろ負けた時の方が──彼の生しよう涯がいに於おいては、数える程しかなかったが──さばさばと明るい表情であったという。

　勝負は時の運ということを、誰よりもよく知っていたのが、カツヤという漢であろう。

　そんな彼のために、部下たちは常に、

「何か、役に立ちたい」

　と思った。人じん心しん掌しよう握あく術じゆつとして、これ以上の理想はない。

「ハイフェッツ中佐」

　と、カツヤは言った。

「何でしょう？」

「あいつら──」

　と、惑星エルフィンを盾にして陣取る調伏船団の方向を睨にらみつけた。

「どうしてやるべきかな……」

「懲こらしめてやるべきでしょう」

　と、今や誰よりもカツヤを敬愛する参謀は言った。

「二度とあんなことをしようなどと考えないように、ぐうの音ねも出ないほど思い知らせてやるべきです。悪い前例を作ってはいけません。むしろ、こうすればこうなるという、定じよう石せきとしての解決方法を、あなたが宇宙に先さき駆がけて示すべきなのです、番長！」

「やはりそう思うか……」

　カツヤはいくらか、安あん堵どしたようであった。彼自身、断固として心に決めていたことがある様子であった。ドミトリーの言葉が、その確たる決意を励まし裏付けた。

「断固やりましょう」

　とドミトリーは言った。

「あなたなら、それができるはずです、カツヤ番長」

「しかし、何かいい手があるかな？」

「こういうのは、どうでしょう……」

　ドミトリーは何事かをカツヤに囁ささやいた。

　すぐにカツヤの表情が綻ほころぶ。

「うまいぞ！」

　と、彼は手を叩たたいた。

「君がいてくれて、助かった」

「お役に立てて……」

　ドミトリーも嬉うれしかった。

「フラン……いや、ドレフュス中尉！」

「はい!?」

　弾はじかれたようにフランソワーズが振り向く。まさかここで、自分の名前を呼ばれるとは思わなかった。しかしそういう意味では、カツヤは常に味方の意表を突く漢だ。その点も、父親譲りと言っていい。

「喜べ！　君の叔父さんを救う、うまい手が見付かったぞ」

「はい……」

「その手助けを、君にやってもらいたい。頼めるかな？」

「はいッ!?」

　嬉き々きとして、フランソワーズは従った。

「よし。これで奴らの目は、完かん璧ぺきになくなった！」

　カツヤは満足そうに言い、ブリッジを見渡した。

「僕は部下に、恵まれたよ」




「全面降こう伏ふくだと!?」

　調伏船団を指揮していたブラック・セラフィムの双そう璧へきの一人──初めから『双璧』であった訳わけではなく、三大幹部の一角が欠けたので──ニッキー・カルキンは配下の報告に、まず我が耳を疑い、次いで敵司令官であるカツヤ・タイラーの正気を疑った。

「闘いもせずに、ただ一条のビームも放たずに降伏すると言うか!?」

「はい」

　と、美少年の副官が答える。せいぜい十六歳くらいにしか見えないが、ドミニオンの階級ステージにあった。ドミニオンは軍で言えば大佐にも相当する地位だ。彼には従順であるという点とルックスを除けば他に何の秀ひいでた才もないが、セラフであるカルキンの寵ちようを受けているというだけでここまで昇進できる。それがブラック・セラフィムという組織の特筆すべき特徴であり、また組織としての限界でもあった。

「セラフ・カルキン。彼らは我らの前に臆おくしたのです。腰抜けです」

「馬鹿を言え、ドミニオン・レイ」

　さすがにカルキンは最高幹部だけあって無能ではなかった。

「他の連中はともかく、カツヤ・タイラーは腰抜けでも無能でもない。あのカーツ・ウェクサーを一瞬にして葬ほうむったほどの漢おとこだぞ」

「御言葉ながら、それはカルキンさまの買い被かぶりでは？　さもなくばこうもあっさりと……」

「違う。それは違うな、レイ」

　とカルキンは言った。

「そのカツヤ・タイラーが、我々の子供じみた脅きよう迫はくに屈し、あっさりと降伏するという。呆あつ気けなさ過ぎる。だからこそ気になるのだ。これをどう取るかだが──」

「セラフ・カルキン！」

　オペレーターが叫さけんだ。

「敵の司令官が、重ねて交信を求めていますが……」

「私と？　直じき々じきに？」

「はい」

「カツヤ・タイラー本人か？」

「はい」

　当とう惑わくした表情で、これも美少年のオペレーター。ブラック・セラフィムは才能はともかく、少なくともルックスだけなら人材には少しも不自由していない。どの部署にも美少年が溢あふれている。だが問題は見てくれではなく、あくまでも中身なのだ。

「面おも白しろい!!」

　と、ニッキー・カルキンは膝ひざを叩いて提督の椅い子すから立ち上がった。

「彼とは一度、直じかに話してみたかった。あのカルキンを葬った漢が、どのような奴かとな──」

　それが周到に仕組まれた罠わなの第一段階であるとも知らずに、カルキンは乗ってきた。

「繫つなげ!!」

「はい……」

　モニタースクリーンに、飛び抜けた美び形けいではないが、さりとて並な容姿でもない若者の顔が映った。眉も口も、口元も、潑はつ剌らつとして覇は気きに溢れている。一ひと言ことで言えば傑けつ物ぶつである。

　余談ながら一年前の彼は、ここまで精せい悍かんな表情ではなかった。今の彼はその人間としての性能の限界ギリギリまでフル回転している状況なのであり、自然その表情にも気は迫きが漲みなぎっているのである。番長カツヤ・タイラー。水を得た魚であった。

「貴き様さまがカツヤか」

『そうだ』

　と艦隊を用いた喧けん嘩かの天才、赤色巨星番長は言った。

『君が卑ひ怯きよう千せん万ばんな、ブラック・セラフィムの司令官か？』

「セラフ・ニッキー・カルキン」

　と、些いささか嫌いや味みなくらいの微笑を浮かべつつ、カルキンは自己紹介した。

「セラフ・ウェクサーを殪たおした君の大だい胆たんな作戦には感かん服ぷくしていた。その君が何な故ぜ、あれしきの人質を取られたくらいで、あっさりと降伏するのだ？」

『どうもこうもない』

　と、カツヤ。

『八億もの人質を惑星エルフィンごと盾に取られては、こちらとしては為なす術すべがない。お手上げだ』

「本気で言っているのか？」

　驚きを隠せずに、カルキンは訊きいた。

「本気でそう思っているのか、カツヤ・タイラー!?　貴様ほどの漢が──。俺の目から見てさえ、貴様は掛かけ値ねなしの英雄だ。その貴様が、生きるにも値しないたかが八億の虫けらのために、闘いもせずに無条件降伏を選ぶというのか!?」

『本気だとも！』

　カツヤの名誉の為ために言っておけば、その言葉そのものには微み塵じんも噓うそはない。

『おまえらから見れば虫けらでも、俺はそうは思わねえ！　八億どころか、たとえ一人でも、俺一人の名誉のために犠牲にはできねえ!!』

「それも本気か？」

『大本気！』

　後にカツヤの、この『大本気』という言葉は、宇宙史の教科書にも載のるほどの名言として遺のこることになる。

『それが俺たちと、貴様らとの違いだ!!　おまえらが踏み躙にじって当然と思っているものを、俺たちはそれくらい大たい切せつにしている。そういうことだ。だから、悔くやしい、悔しくて悔しくて、腸はらわたが煮えくり返るほど悔しいが──降伏する……』

「なるほど……」

　カルキンは大きくため息をつき、言った。

「私から言うのも妙みような話ではあるが、どうやらこれ以上の接点はなさそうだな。それほど降伏したいのなら、仕方がない……」

　本当は降伏されるのが不本意とでも言いたげに、カルキンは頷うなずいた。いや、事実そうだった。

「実のところ貴様とは、とことん闘ってみたかったのだがな……」

『俺もだ！』

　と、拳こぶしを震わせながら、カツヤ。

『そんなら最初から、卑怯な真ま似ねなんざするんじゃねえ！』

「まあ、貴様と本気で闘えば、負けはせんにせよ、こちらも無傷では済まなかっただろうがな。残念ではあるが、正直ほっとしてもいる……」

　カルキンにしてみれば、この評価は手放しの賞賛に近い。

「不思議な漢だ。カツヤ・タイラー……。我が教団の敵である奴をこれほど好もしく思ったことはない。おまえとは、来らい世せでは味方でありたいものだ」

『俺は御ご免めん被こうむる！』

「あはは……。そう言うと思った！」

　ひさびさに人間らしい表か情おで、ニッキー・カルキンは笑った。そしてそれが、彼の最後の笑顔になった。

『カルキン』

　と、カツヤは静かに言った。

「ん？」

　何気なく、スクリーンの中のカツヤを見るカルキン。

『てめえは終りだ！』

「ははははは……。何を馬鹿な!!」

　笑うカルキン。

「貴様に、何ができる!?」

『カルキンよ』

　スクリーン越しにじっとカルキンの三白眼を凝ぎよう視ししたまま、カツヤ。

『地獄を見たことがあるか？』

「ある……」

　と、カルキン。

「この世の地獄をな」

『では──』

　と、カツヤ。そして言った。

『もう一度、見せてやる!!』

「え──？」

　次の瞬間、カツヤの映っていたスクリーンが一変した。

　天空を貫つらぬく光こう芒ぼう──。

　地獄の業ごう火かに灼やかれる街。

　焼け焦げ、炭化した人間……。

　廃はい墟きよ。廃墟！　廃墟──!!

「あ……あああ……」

　カルキンの瞳ひとみが、瞬時にして焦点を喪そう失しつした。

「ああ……空が、燃えてる！　燃えながら、落ちて来たよ！」

　既すでにカルキンは、ブラック・セラフィムの幹部であるセラフ・ニッキー・カルキンではなかった。精神は十数年の歳月を一瞬にして跳ちよう躍やくし、少年の彼に戻っていた。

「ママ！　ママ～!!　空が落ちて来るよう！」

「カルキンさま！」

　ドミニオン・レイが叫んだ。

「お気を確かに!!」

「うわぁ～!!」

　しかしカルキンの瞳には、腹ふく心しんであるレイの姿も映ってはいなかった。ただ幼時の忌いまわしい記憶が無む間げん地獄となって、ぽっかりと口を開き、彼を吞のもうとしているだけだった。

「あ、あ、あ……来るなあ！」

　寵ちよう愛あいするレイを地獄よりの使者と見誤ったか、それとも前後不覚なまでに錯乱していたか、それはわからない。ただ、彼は後ずさりして逃げた。提督の椅子から、不ぶ様ざまに転がり落ちる。

「来るな!!」

　近寄ろうとするレイの顔を、カルキンは蹴けった。

「寄るな！」

　惑星リガの孤児ではないレイに、惨さん劇げきの悪夢は理解できない。その経緯を頭では理解しているつもりでも、それだけで地獄を垣かい間ま見みていない彼には沈着冷静な上司が、何故ここまで狼ろう狽ばいし狂態を演じるかが理解できない。まったく幼児に退行してしまったカルキンを、レイは信じられないという目で見た。信じたくない。いや、信じなかった。

　ただ、心から敬愛するカルキンに顔を蹴けられたという事実だけが、レイを深く傷つけた。何故ならばカルキンはその顔の麗うるわしきが故ゆえに、つまりはほとんどただ見てくれだけで、レイを寵愛していたからだった。レイもそのことを知り、自分の容姿だけには絶対の自信を持っている。そのカルキンによりにもよってその顔を足あし蹴げにされたということは、つまり最愛の上司に自分の全すべてを否定されたにも等しかった。

　二人にとっての、不幸だったと言えよう。

「カルキン……さま……」

「寄るな～!!」

　絶ぜつ叫きようしつつ、ただ這はいずって後退するカルキン。不様であった。

　レイの、容姿同様これだけは人並外はずれて卓たく抜ばつした審美眼に、そんなカルキンの姿は許せなかった。存在そのものも。

「カルキンさま……」

　気付かず、レイは電磁刃付きの短剣を抜いていた。

「潔いさぎよく……」

　レイは踏み込んだ。若いだけに、か細い見てくれに関わらず腕力はひとつの絶頂にあった。そうでなくても幼児に退行したカルキンには躱かわせなかったであろう。

「御最期を──!!」

　ひと刺しでカルキンは絶命していた。

　返り血を浴びて凄せい絶ぜつな表情になるドミニオン・レイ。

　電磁短剣を抜く。

　返す刀で、彼は自みずからの頸けい動どう脈みやくを刎はねた。

　調伏船団は一瞬にして、指揮系統を失った。後は烏う合ごうの衆である。




「お手柄だ、フランソワーズ」

　とカツヤは微笑んだ。

「よくあの短い時間で、『リガの惨劇』の再現フィルムをでっち上げた。君はエルフィンの救世主だぞ」

「仕事ですから……」

　と、フランソワーズことドレフュス中尉。彼女は僅わずか十五分ほどの時間で、艦隊の映像バンクにあったそれらしいニュースフィルムの『資料映像』を継ぎ接はぎ編集して、いかにもリガの惨劇らしい再現映像をでっち上げたのである。後はそれを、カツヤとカルキンとの通信に強ごう引いんに割り込ませればよかった。

「番長の作戦が、見事だったのです」

「いいや、その作戦を考えたのはハイフェッツ中佐だ」

　とカツヤ。

「中佐と中尉の、手柄だな」

「いえいえ」

　謙けん遜そんでなく、ドミトリー・ハイフェッツは言った。

「あんなものは、前の決戦で見せたカツヤ番長の惨劇再現作戦の応用に過ぎません。それほどの閃ひらめきではありませんよ。それよりも、やはり八はち面めん六ろつ臂ぴに飛び回った中尉のお手柄です」

「そうだな。愛してるよ、フランソワーズ」

「まあ……」

　指揮官を失ったブラック・セラフィムの船団は脆もろかった。

　途と方ほうに暮れた船長クラス以下で、洗脳の度合の深い者は自決し、残りは無条件降伏したのだ。一瞬にして形勢逆転である。

「彼らの処理は？」

　ドレフュス中尉が尋ねる。

「降伏して来た連中のことは、精神医療班に任まかせよう」

　とカツヤは詰つめ襟えりを開きながら言った。特注で作らせた『番長』の制服である。遥はるか昔の『長ラン』と呼ばれた衣裳のレプリカであり、ちゃんと裾の裏側には竜りゆう虎この刺し繡しゆうが縫ぬい取られていた。その長ランのカラーをわざと折り、御ご丁てい寧ねいにズタズタに破いた学生帽の庇ひさしまで割ってある。はっきり言ってセンスは最悪だが、それもまたカツヤらしい。

「俺たちの仕事は、終わった……」

「最高です！　番長!!」

　と、ドレフュス中尉は瞳を輝かせた。

「あれだけのピンチを、咄とつ嗟さの機転で……。それも、最低限の犠牲で……最高！」

「だから作戦を考えたのは中佐で、実行したのは君だと言ってるだろう」

　些いささか面おも映はゆい表情でカツヤは言った。

「俺はなあんにも、してないの！」

「でも……」

　と、ドレフュス中尉。

「その作戦を許可なさったのは、番長です。断言してもいいですが、番長以外に、あんな大だい胆たんな作戦を採さい択たくし、決断できる人は、一人もいはしません！　銀河に一人も──!!」

「そうかも知れない。でもね……」

「番長、このフランソワーズ・ドレフュス、初めて尊敬に値する上司を持ちました。いっそ、このまま番長と──」

「フランソワーズ……」

　熱くなってきた部下を、カツヤはやんわりと制した。

「僕の母の親友で、姉の恩師でもあるキョンファ・キム准じゆん将しようが言っていたよ」

「は？」

「彼女は実に有能なオペレーターで、その卓たく抜ばつした手腕で親おや父じを助けてくれた。宇宙一のオペレーターと言ってもいいんだが、そのキム准将がこう言うんだよ」

「はあ……」

　フランソワーズには、カツヤの唐突過ぎる話の脈絡がまるで読めなかった。

「惑星連合宇宙のオペレーターという人種は、常に自分が座すわっている椅子の、せいぜい半径三メートル以内で結婚相手を見付けるんだと。実に含がん蓄ちくのある言葉じゃないか」

「は、はい。確かに……」

「キム准将でさえ、この法則の呪じゆ縛ばくから逃のがれられなかったんだ。それほどオペレーターというのは激務で、結婚相手も自分の側そばにいる男性の中からしか選べないんだよね。半径三メートル以内に適当なオトコがいなかったら、生しよう涯がい独身を貫つらぬく者も少なくない。あるいは、婚期──まあ、この言葉も死語に近いが──だか適齢期だかを逸いつしそうになって、慌あわてて手近なところで妥だ協きようするか……。いずれにせよ、オペレーターになってしまったら、デートする暇もないのか、それとも自分の椅子がよほど居い心ごこ地ち好よくなってしまうのか……。でもね、フランソワーズ」

「はい」

「君には、もっと広い行動半径で、理想の男性を見付けて欲しいな……。僕の横顔ばっかり見ていちゃ駄だ目めだよ」

　ドミトリーが向こうを向いて、必死で笑いを堪こらえているのがわかる。背中が小刻みに震えていた。しかしカツヤは本気だった。フランソワーズも瞳を潤うるませている。

「わかりました」

　と、彼女はにっこりと微笑み、言った。

「きっと理想の結婚相手を、見付けます。だから、その人が見付かったら三人で、一いつ緒しよにデートしましょうね、番長……」

「なんだかなあ……」

　庇の割れた帽子を脱いで、寝ね癖ぐせのままの頭を搔かき毟むしるカツヤである。ケンやエドに較くらべれば分が悪いとはいえ、彼も一生、女性に不自由することはなかった。




「うわ──────ッ!!」

　この世のものとも思われぬ、絶ぜつ叫きよう。

　それが、鋼鉄製のカプセルの中から聞こえる。

「怖こわいよ、怖いよ！　怖いよう!!」

　声の主は、平へい素そそういった絶叫や狼ろう狽ばいとは最も遠い処ところにいる漢であった。

「キムタークさま!!」

　慌あわててその、高さ三メートル、直径一メートルほどのカプセルに縋すがりつく、カッツ・モリガン。

「もうやめましょう！　限界です!!」

「まだ……まだだ……」

　くぐもった声が、カプセルの中から聞こえる。

「カッツ、もう一度だ。もう一度スイッチを入れろ。リプレイだ!!」

　だがその声は、憔しよう悴すいしきっている。それでありながら、その決意は固く、萎しなびた声の中にも張りがあった。無理にもテンションを高めている感じで、腹心であるカッツならずとも痛々しく、聞くに耐えない。

「死んでしまいます！」

　本気で心配した。

「無理です。リガの惨劇の恐怖を、バーチャル体験で克こく服ふくしようなど……。無理に決まっています。もうやめてください！　お願いだから……」

「駄だ目めだ……」

　今にも死にそうな、しかし頑がんとして聞かないキムタークの声。

「あの恐怖を乗り越えない限り、カツヤには勝てない……」

「カツヤに勝つ前に、死んでしまいます。恐怖を克服するその前に、あなたの精神が耐えられない！」

「俺はそれほど、弱い漢おとこではないはずだ」

「わかっています。しかし、幼児期に刻み込まれた、あの恐怖だけは別です!!　特別なのです！」

「カッツ……」

　妙に優しい、キムタークの声。

「その甘えは、許されない、もはや……。このままではブラック・セラフィムは、カツヤ・タイラー一人のために崩ほう壊かいだ。奴に名将として名をなさしめるのは構かまわんが、こちらが全滅した理由が幼児期の心的外傷トラウマというのでは、あまりにも外がい聞ぶんが悪いではないか。俺はそんな情けない理由で、後の世の連中に笑われることだけは嫌いやだ……。耐えられん！」

「しかし──」

「もしも、この恐怖を克服できる者がブラック・セラフィムの中にいるとすれば、それはこのキムタークであるはずだ。俺でなければならんのだ!!　カッツ、スイッチを入れろ！」

「入れません……」

　カッツも頑がん固こだった。

「あなたが死んだら──」

「入れろ！」

「嫌いやです!!」

「ここでスイッチを入れなければ、俺は一生、おまえを恨うらむぞ」

「構いません」

　カッツは言った。

「キムタークさまさえ、御無事なら──」

「おまえは俺の体にだけは、忠実なのだな……」

　ため息をつくように、キムタークのくぐもった声は言った。

「だが、頼むから俺の意に忠実な、副官になってくれ」

「できません……。できないよ。キムターク兄ちゃん……。施設にいた頃から、いつも一緒にいたじゃあないか。いつも一緒だったじゃないか。今さらいなくなっちゃうなんて、嫌だよう……」

　ついにカッツはその場にへたへたと座り込み、さめざめと泣き始めた。膝を摑つかんだ手が、わなわなと震える。

「ずっと一緒だ。決して離れないって、約束したじゃないかよう!!」

「約束した。確かに……」

　キムタークの声も、いつしか涙声になっていた。

「だからな、カッツ。おまえも俺と一緒に来ればいいんだよ」

「できないよ……」

　とカッツ。

「僕は兄ちゃんほど……強くない」

「俺だって、弱いんだ。だからこうして、強くなろうとしてる。俺だって必死だったんだぞ。おまえとそう変わらん。いや、おまえの方がむしろ逞たくましい。おまえは俺さえ信じていれば、事実上無敵なんだからな。おまえのような豪ごう胆たんさは、俺にはない……。さあ、スイッチを入れろ！」

「嫌だ……」

「それほど入れて欲しいなら──」

　別の声が言った。

「俺が入れてやろう」

　ゴロン・イノセントだった。

「カッツ。リモコンを寄よ越こせ」

「駄目です！」

　激しく抵てい抗こうするカッツだが。

「甘い!!　キムタークの崇すう高こうな自己犠牲を無む駄だにするか!?　それでもブラック・セラフィムの幹部か！」

「自己犠牲を云うん々ぬんするなら──」

　消え入るほどの低い声で、カッツは言った。

「あなたがこのカプセルに、入ればよいでしょう……」

「イノセント……頼む」

　キムタークは言った。

「カッツには無理らしい。済まんが、おまえがスイッチを入れてくれ」

「いいとも」

　微笑ほほえみながら頷うなずくイノセント。整い過ぎた貌かおというのも、こういう時は鬼に見える。

「お安い御用だ。感謝しろよ」

「ああ……。感謝……する」

「ふふふ……」

　カッツの手からリモコンスイッチをひったくると、嬉々としてスイッチを入れた。

「ぎゃ──────ッ!!」

　たちまちにして絶叫。

　カプセルの中は全方位モニターとサラウンドスピーカーによって、完璧なバーチャル空間になっている。

　そこに、リガの惨劇を忠実に再現した３Ｄ映像が大音響と閃せん光こうと体感衝撃すら伴って、エンドレスで流れ続けている。

　リガの惨劇を体験した子供たちにとっては心の傷口に塩を擦すり込まれるどころか、脳髄に濃硫酸を滴したたらされるようなものであった。

　キムタークの精神がもう少し脆ぜい弱じやくであったなら、とても耐えられなかったであろう。

　また並外れた肉体の強きよう靭じんさがなかったら、精神のバランスを崩すどころではすまなかったかも知れない。

　しかしキムタークは耐えた。

「熱いよ!!　眩まぶしいよ！　怖いよ!!」

　恐怖に翻ほん弄ろうされ、叫びつつも、その恐怖の芯しんが溶け、絶叫マシンにも似た快感が微かすかに芽生えつつある手て応ごたえをも感じている。もう少しで、忌いまわしい恐怖を克服できるのだ。そうなれば、敵の心理作戦に怯おびえることもない。

『いけるぞ……』

　と、狼狽する心のどこかで、もう一人の冷静なキムタークは呟いていた。

『これでカツヤに……勝てる！』

　歓喜が彼を、さらに絶叫させた。

　その絶叫が、いつしか高笑いになっている。










　第五章　逢あいたい人がいますか




「カツヤ・タイラー番長、また勝ったな」

　と、ホログラフ新聞の第一面を見ながらエズラは言った。

「惑星エルフィンを盾たてに取ったブラック・セラフィムの調ちよう伏ぶく船団を、見事な作戦で闘たたかわずして降こう伏ふくに追い込むなんざ、なかなかの手て際ぎわだ。さすがはあのタイラー大統領の、御ご子し息そくだけのことはあるねえ」

　星間長距離貨物宇宙船『流れ星一番』号の艇てい長ちようであるエズラは、ジャスティ・ウエキ・タイラーの現げん役えき時代を知っている世代である。少年の頃、カツヤの父親の活躍に、胸躍おどらせた年代に属する。だから、その息子の破は竹ちくの進撃にも、我が子──まさにカツヤの父親くらいの世代であった──の成長に目を細めるような共感を覚えるのであろう。

「なあ相棒。このカツヤって御おん曹ぞう司しは、ちょうどおめえくれえかな？」

　と、エズラ・スガワラは操そう縦じゆう席せきの若い相棒に言った。『流れ星一番』号は、正副操縦士──一人は機関士を兼ねる──の二人乗りで、五千トンの貨物を積せき載さいして十数光年の距離を銀河標準時間の三十六時間で『走破』する。言わば宇宙のトラック野郎である。コンテナの絵と電飾に命を懸かけるのが、操縦手──彼らは専もつぱら『運転手』という呼称を好んだが──たちにとっての『粋いき』とされていた。当然、『流れ星一番』号もコンテナに巨大な裸はだかの美女を描き、牽けん引いん部分である宇宙船本体にはチカチカと瞬またたくイルミネーションがビンビンである。

「彼の方が三つ上ですよ」

　と、これまた彼の息子くらいと思われる相棒は答えて言った。

「でも『御曹司』なんて呼び方、彼は喜ばないだろうな……」

「なんでえ」

　と、エズラは笑って言った。

「まるでカツヤ・タイラーの知り合いみてえな言い種ぐさじゃねえか。え、エドよ」

「まさか……」

　と、エドは寂さびしそうに微笑ほほえんだ。

「なんとなく、他人という気がしなくて……」

「俺もだ」

　とエズラ。

「まるで自分の息子みてえな気がしてよ。おっとエド、おめえだってそうさ。今いま時どき珍めずらしく、こんな３Ｋの仕事でよく続くしな」

「ありがとう……エズラ」

「ゆくゆくは、後継者としてこの『流れ星一番』号を譲ってやってもいいと思ってるんだ。もっとも、そいつは随ずい分ぶんと先の話だがよ」

　エドはただ照れたように笑っただけだった。

「それにしても、カツヤって奴も大したもんだねえ。最近の若い奴を見直したよ。見ろよ、この見出し、『カツヤマジック』だってよ。確かにマジックとしか思えねえ連戦連勝ぶりだよなあ。この調子なら向こう三年もしねえうちに、ブラック・セラフィムは根絶やしにされるぜ。いい気味よ！」

「息子さん……」

　と、エドは言った。

「ブラック・セラフィムに──」

「思い出させんなよ」

　エズラは洟はなを啜すすった。それを誤ご魔ま化かすかのように、缶コーヒーを飲み干し、噎むせた。

「無差別テロの、巻き添えを喰くってなあ……。生きる張りがなくなって、一時はこの商売もやめちまおうかとまで思ったんだが、そんな時よ、エド。おめえが求人広告の切れっ端持って、フラッと事務所に現れたのは……」

　エズラにとってこの相棒は、生きていく上での新しい『張り』だった。

「おめえの存在とカツヤの活躍が、俺の生き甲が斐いよ」

「ちょっと見せて」

　何気なく、ホログラフ新聞を手に取った。

『エルフィンの奇跡』

　という、些いささかオーバーな五段抜きの大見出しとヨイショ記事に、思わず苦笑してしまう。

『カツヤも遠い存在になったかな……』

　実際、帰ろうと思えば、いつでも彼らの側そばに帰れるのだが、エドは誰にも連絡していない。親友であるケンにさえ、コンタクトを取っていない。それは、

『マチコに逢うまでは、帰らない』

　という強い決意があったからだ。

　エドにはエドの、プライドがある。

　ブラック・セラフィムのリンチを受けて、記憶を失うほどのダメージを受けた。そのことを内心密ひそかに恥じている。このままでは逃げ帰ったようで、寝覚めが悪い。

『落し前は、付ける！』

　とはいえ、今現実に可能なことはこうして長距離宇宙船の操縦士に身を窶やつし、機会を窺うかがうというだけのことでしかない。不本意ながらも、世を忍ぶ仮の姿というやつだ。もっとも、そのうら寂れた生計たつきの道というか縁よすがが、これはこれで妙みように居い心ごこ地ちがいい。

　エドという漢おとこ、何ど処こへ流れても庇ひ護ご者しやには不自由しないのである。時々それが縛られるようで、却かえって煩わずらわしくさえ思える。もう少し、そっとして欲しいという気持ちも、ないではない。贅ぜい沢たくだろうか？

　ただ、エドとしては、理わ由けもなく親切にしてくれる人々に、

『迷惑は、掛けたくない』

　と思うだけである。既すでに自分でもどうしようもない経緯とはいえ、メグミを不幸にしてしまったという負い目もある。それにしても、

『どうして俺はこうも、人から目を掛けられるんだろうか？』

　と悩んでしまう。タケナカ社長がそうであり、エズラがそうだった。

　生まれながらに備わっている『徳』を、エド自身持て余していた。流る浪ろうの身には、むしろ邪じや魔まになるほどの人脈である。

　そんなことを考えながら『カツヤ大勝』の記事を、斜め読みする。

『カツヤのことを知らない奴が既成事実だけから記事を書くと、こうなるのか……』

　と、歯の浮くような文章を読みながら、エドはあまり的まと外はずれな人物評に、笑うしかなかった。

『これじゃまるで、カツヤは聖人君子だな……。一度でも本人に会えば、全然違うということはすぐにわかるのに──』

　この記事を読んでいちばん当惑しているのは、おそらくカツヤ自身であろう。

「ん？」

　読み進めて、一面の下段にまで視線を滑すべらせた時、エドの眼が何かを拾った。

『引っ掛かった』

　という表現が、近い。ひどく懐かしい文字の羅ら列れつが、彼の記憶の検けん索さく能力を喚かん起きさせたのである。

　一瞬眼に飛び込んだだけで、閃せん光こうのような衝撃が奔はしる。

『これは──!?』

　間ま違ちがえようがない。

　宇宙時代になっても、新聞の第一面下段は、例の広告ということになっている。

　そこにある、ほんの小さな囲み記事──この種の広告にありがちな文章の珍妙さを面おも白しろがろうとするマニアでもなければ、気にも留とめない大きさ──が、エドの記憶を激しく呼び覚ましたのである。

　それは──、

『Ｅへ、猫の貰もらい手付いた。至急連絡請こう。Ｋ１』

　という、何の関係もない人間が読めば、気にも留めない文章であった。

　そもそも、猫の貰い手が付いたくらいで、わざわざ新聞広告にするだけの価値があるとも思われない。

　しかし、エドの目め頭がしらは思わず緩ゆるんだ。

「懐かしいなあ……」

　と、彼は呟つぶやく。

「カツヤ……。こいつをまだ覚えていたんだ。それにしても──」

　カツヤ、ノリカ、ケン、そしてエド、彼ら四人の間だけで通じる暗号は、妙に懐かしかった。

「おめえ、何泣いてるんだ？」

　とエズラが訝いぶかった。

「カツヤの快勝が、そんなに嬉うれしいか？」

「なんでもない……」

　と言いつつ、エドの眼はその小さな囲み記事に釘付けになる。

『そうか……。みんな心配しているのか。ま、当然だな』

　Ｅというのは、もちろんエドのことである。差出人であるＫ１というのは、カツヤのことだ。Ｋ２ならケン、Ｎはノリカである。これくらいはまあ、誰にでもわかる。

　問題は『猫』の意味だ。

『連絡しろか……。次の寄港地に着いたら、そうするか』

　しかしそれは、早くても三十時間先のことだ。『流れ星一番』号は、長距離輸送に旅立ったばかりなのである。

「熱心に読むなあ……」

　と、エズラが呆あきれている。

「面白いか？　その記事」

「ああ。面白いね」

　と脇目も振らずにエド。

「エズラ」

「ん？」

「俺、今の仕事好きだ」

「そいつは何よりだ」

「あんたも、好きだ。親おや父じのような気がする」

「嬉うれしいこと言ってくれるねえ……」

　エズラは思わず涙ぐんだ。

「俺もおめえが、息子の生まれ変わりのような気がするよ」

「な」

「ん？」

「俺、いなくなると困るか？」

「困る！」

　エズラは即座に言った。

「困る。困るだけじゃなく、寂しい」

「そうか……」

　エドは頭を抱かかえた。

「そうだよなあ……」

「エド……」

　エズラにしてみれば、唐とう突とつにそんな話をされてはたまったものではない。

「いなくなっちまうのか？」

「まさか！」

　噓うそでも否定するしかなかった。

「俺がエズラを捨てて、行く訳ないだろ!!」

「それもそうだ……」

　エズラは安あん堵どしたようだった。心から──。

「行くとこねえよ、最初から……」

「そうだよな」

　エズラは言った。

「エド。この仕事は、おめえにゃ物足りねえかも知れねえ」

「そんなことは……ない」

「いいんだ。そいつはわかってる。おめえは何をやらせても大成する漢おとこだ。だが、いや、だからこそ、辞やめんでくれ。おまえなら一代で、星間トラック百台切り盛りする、運送会社を興おこせる！　この道三十年の俺が保証する!!」

「俺もそう思う……」

　エドは言った。

「そうするつもりでいた」

　噓でなく、このままマチコと再会できないなら、それも悪くないとさえ思い始めていた。

　とにかく、風に流されても落ちた先々で芽を出そうと努力するのが、エドのいいところである。それも半はん端ぱではなく、全身全霊、持てる力の全すべてを出し切って努力するのだ。タケナカ社長やエズラが引き止めようとしたのも、無理はない。エズラに娘がいなかったのは何よりだ。

『次は、もっといい加減にやらないとな……』

　と、エドは苦い経験からそう思った。

『でないと、俺に目を掛けてくれる人々を悲しませる結果になる。いい意味で、ジャスティ祖じ父いちゃんを見習おう……。それにしても──』

『猫』とはね、とエドは思った。

「『猫』を持ち出すとは、カツヤもいきなり切り札を出してきたな……」

　それほど、エドに出て来て欲しいと、彼らは願っている。当然である。

「『猫』か……」

　もう一度、心の中で反はん芻すうする。

『いや、駄だ目めだ』

　と、エドはその気持ちを振り払った。

『まだ今のままでは、名乗り出てはいけない。何も解決していない。そう……。手ぶらでは還かえれない！　マチコを取り戻すまでは。そして、マチコと一いつ緒しよにジャスティ祖父ちゃんの前に出て、言うんだ。遅くなりました。これが僕の妻になる人です……って』

　それがエドの、少年時代からの夢である。

　無む邪じや気きな夢だと、笑わば笑え。

「なんだよ、エド」

　と、エズラが笑った。

「涙ぐんだり、神しん妙みような顔付きになったり、かと思えば笑ったりと、妙な奴だなあ……。どうかしてるぞ」

「なんでもない」

　と、エドは言った。

「全て、カツヤが悪いのさ」

「そうか？　ま、カツヤ・タイラーが勝ったのは俺も嬉しいが……。先は長いんだ。おまえ先に寝とけ。ここはいいから──」

「じゃ、言葉に甘えるよ」

　長距離貨物船のコックピットは狭い。運転席のすぐ後ろが半畳ほどの仮眠室になっているところなどは、宇宙暦以前の長距離トラックと同じである。

「お先……」

　転がり込むようにして横にはなったものの、エドはなかなか、寝付かれなかった。

『今の俺の姿、誰にも見られたくないな……。祖父ちゃんにも、カツヤにも、ケンにも……。特に、マチコには』




「やっと摑つかみましたよ」

　と、シン・カトリは笑顔で告げた。

「エドの奴、いまや長距離宇宙トラックの運ちゃんですよ」

「よくわかりましたね」

　とマチコはこの忠実な僕しもべの労を労いたわった。

「奴の考えそうなことは、なんとなくわかるんです」

　とカトリ。

「それに、偽名を使うにしても、姓は色々変えるのに、エドという名はそのまんまなんです。こっちはエドという名前を片っ端から検索すればいいんだから楽なもんです。身元、前歴を問わない職場なんて限られてますからね。後は似たような年とし格かつ好こうの者を一人一人当たって、とどめは写真です。奴の場合は赤毛が決め手かな？　それと垂たれ目」

「さすがですね」

「ブラック・セラフィムの幹部時代に叩たたき込まれた逃とう亡ぼう信者追跡マニュアルも、まんざら捨てたもんじゃありませんよ。あいつ、今度はエド・バウマンという名前で運送会社に潜もぐり込んでました。それで隠れたつもりなんですから、笑っちゃいます」

「どうして、姓は変えても名を変えないのでしょう？」

「犯罪者の、心理ですよ。名を変えた時に、あまり元の名つまり本名と変え過ぎると、色々と不ふ都つ合ごうが出てくるんです。人に呼ばれても、咄とつ嗟さに自分の名前とわからなかったりね。自分で付けていても、偽名というのは馴な染じめなくて、すぐに忘れてしまうものなんです。それを忘れないために、自分の知人の名前をそっくり戴いただく奴もいるって、マニュアルには書いてありました」

「そうなのですか……」

「エドはその点、基本に忠実な奴ですね。あれで気を付けているつもりなんでしょう。ま、もっともおかげでこっちは見付け易やすくて助かったけど……」

　そう言って苦笑するシン。

「もしブラック・セラフィムに本気で付け狙ねらわれたら、イチコロだな」

「そういうものなのですか……」

「はい」

　そう言ってシンは、固いパンを齧かじった。こちらの生活も、逃亡者に負けず劣らず苦しい。いや、実際逃亡者ということでは、エドとは比較にならない厳しい追及を受けているはずであった。

　その苦しい財政の中から、シンは自分は文字通りパンと水だけの生活で遣やり繰りし、マチコには少しでも滋養のある物を食べさせようとしている。宿泊施設も、最低限の安ホテルばかりだった。

「ところでシン」

「はい？」

「宿帳には二人の名前、どう書きました？」

「ええと……あ!!」

　シンは頭を抱かかえた。

「シン・カツラとマチコ・セキネです。これじゃエドのことを笑えないな」

「早急に、この宿も引き払った方がよさそうですね」

　とマチコ。

「エドの所在がわかった以上、もともと長居は無用です。奴の乗る宇宙トラックは、ついさっき、惑星コラチュの中継所を出たばかりです。二十四時間後、アラドのサルム港に着きます」

「では、サルム港で待っていれば──」

「逢えますね」

「よかった……」

　心から安堵するマチコ。そんなマチコを見れば、

「ええ。本当に……」

　と、シンの苦労も報むくわれるのである。

『妙なもんだな』

　とも、シンは思う。

『どうして僕が、こんなことで喜ばなきゃいけないんだよ。エドは僕にとって、最大のライバルなんだぞ。そのはずだよな……』

　だがマチコの笑顔を見ることは、シンにはやはり嬉しい。考えてみれば、ほとんどいつも、マチコと一緒にいられ、直接話し相手になれるのだ。エドにも赦ゆるされていない役得と言えた。

『ま、いいか……』

　誰よりもマチコに信頼されているのは自分なのだ。それだけで、シンはよしとした。自分を納なつ得とくさせる理由としては、充分以上である。

「それにしてもあのメグミとか言う女ひ性と、エドを庇かばって逃がすつもりだったのかな？」

　とシン。

「それは違うでしょう」

　とマチコ。

「わざと逆方向を教えたのは、エドを逃がすためというよりむしろ、私とエドと逢わせたくなかったのでは……？」

「そうでしょうか？」

「同じ女です。わかります」

「ま、気持ちとしてはね。でも、僕が一緒でよかった」

　とシン。

「あの女が噓を教えていると、すぐにピンときましたからね」

「あなたが一緒にいてくれて、本当によかった……」

　メグミが教えたのとは反対方向の惑星を虱しらみ潰つぶしにして、ようやくエドの行ゆく方えを摑んだのだ。

「タッチの差で、前の勤め先は辞やめた後だったけど、その後の足取りを辿たどるのは割と楽でしたね。エドの思考パターンは単純だ。僕に似てる……」

「まったくだ」

　と、二人のいる隣となりの部屋で、そう呟いた者がいる。

「確かにシンよ、おまえの行動パターンもエド同様、実に単純だった。おかげでおまえの足取りを辿るのも、楽なもんだったよ」

　労働者風の変装をしていても、その眉び目もく秀しゆう麗れいさは覆おおうべくもない。いや、薄汚れた身み形なりだからこそ、却って引き立つ。

　カッツ・モリガンであった。

「キムタークさまの命令でおまえたちを追い掛けていたとは気付くまい。おまえの考えそうな潜伏先なんかすぐに摑んだよ。摑んだ上で、わざと泳がせていたのさ」

　不敵に嗤わらう。

「マリアをそそのかして逃げたおまえが、エドとコンタクトを取ったところで、一いち網もう打だ尽じんにしてやろうと思ってな……」

　そうとは知らない二人は、隣の部屋で無邪気に喜んでいる。

「これで──」

　と、マチコはシンの手を取り、言った。

「逢えるのね。エドに、逢えるのね……」

「ええ、マリア……」

「ありがとう、シン」

　そう言って、その手を自分の頰ほおに押し当てた。

「ありがとう……」

「そ、そんな、マリア……」

　シンは照れた。彼の性格は純情そのものと言ってよい。友情を信じ、愛情を信じ、微み塵じんも疑うということを知らない。だからこそ、時にそのためには躊ちゆう躇ちよなく人も殺す。囚とらわれのカイを逃がすため、看守を惨ざん殺さつしたことなどはその典型であった。

　だが、それだけに根は、憐あわれみを催さそうほどに純情だ。

「勿もつ体たいない……」

「いいのです」

　マチコは涙さえ流した。

「あなたには、その苦労に報むくいる言葉がない……」

　その言葉は、心からのものだった。




「エズラ、起きろ！　起きてくれ!!」

　寝入ったばかりのエズラを、激しく揺するエド。

「起きろってば──！」

「どうした？」

　眠い目を擦こするエズラ。

「音がした」

　とエド。

「コンテナの方だ」

　宇宙空間で音が伝わるということは、直接連結している部分の衝撃に外ほかならない。

「気付かなかったぞ」

「些さ細さいな振動だ。だが確かに異音がした」

「本当か？」

　ジャケットを着込む、エズラ。

「だとしたら、まずいぞ」

「俺もそう思う」

　とエド。

「なにしろ、積み荷が積み荷だからな……」

「ああ……。工業用液化ポリメタキノリンだ。あれに火が着いたら一巻の終りだ」

　ポリメタキノリンは、超合金熔鉱炉の反応促進剤である。民間企業で使われる危険な化学物質の最右翼だ。非常に気化しやすく、酸素と触れただけで猛烈に反応する。その反応が引き金となって、結果的には質量そのものが完全にエネルギーに変換してしまうほどの大爆発を起こすのだ。これを直接エネルギーに変えてしまえばもっと効率よくエネルギーを得られるのだが、あまりに危険なので実用化はされていない。せいぜい、微量で反応促進剤として用いられるだけだ。

『流れ星一番』号は、その危険極きわまりないポリメタキノリンを、実に九百九十九トンも積載していた。これは、運輸局の認可ギリギリの危あぶない綱渡りである。しかし、危険に比例して実入りはよい。ただし、これだけの量のポリメタキノリンが一いつ斉せいに反応を起こせば、その爆発は『流れ星一番』号そのものを、乗員ごとエネルギーに転化してしまう。つまり、エドという存在そのものが宇宙から消えてしまうのだ。破片はおろか分子すら遺のこらない。

「作業服を着ろ」

　とエズラは言った。

「気安めだがな……」

　壁に収納されている、銀色に輝く船外作業用防ぼう禦ぎよ服を着る。えらく旧式だが、軍の払い下げだから見てくれはともかく安全性は折り紙付きだ。ただし、ポリメタキノリンが本気で暴走すれば、こんな物は新聞紙一枚ほどの役にも立たない。

「まさかこれを着る羽は目めになるとはな……」

「見てくる」

　エドは船外通路のキャットウォークに出た。

「気を付けろ！」

「ああ……」

　状じよう況きようは、楽観できるものではなかった。

「漏もれてる……」

　そう認めざるを得なかった。

　船外の手て摺すりが、一部浸しん蝕しよくされていたのだ。しかもポリメタキノリンの浸蝕は新たな浸蝕を生み、漏れの量は刻一刻と多くなっていく。

「どうやら、小さな隕いん石せきが衝突したらしい……」

「よりにもよって……」

　確率的には、天文学的なアンラッキーと言う外ほかはなかった。

「まずいぞ」

　とエズラ。

「第一コンテナのポリメタキノリンが漏れ出したということは……第二コンテナにもじきに穴が開く……」

「第二コンテナの積み荷は？」

「聞いて驚け」

　と、ひと呼吸置いてエズラ。

「純粋過酸化水素だ」

「最悪の組み合わせじゃないか!!」

　鰻うなぎと梅干の比ではない。融合した瞬間に、周囲数千キロの空間が『絶対無』になるほどの爆弾を積んでいるようなものだ。

「なんでそんな……」

「どっちも運搬料のいいブツだからな──」

「確かに……」

　しかし、もしもその積み荷が明らかにされれば、どこの宇宙港でも入港を拒否されるであろうことは必ひつ至しの組み合わせだ。限りなく違法に近い。

「俺も無茶したもんだ」

　とエズラ。

「冷静なあんたがなんで!?」

「会社を設立したかったのよ……」

　と、薄くなった頭を搔かく。

「おめえのためにな。それくらいは、してやりたかった……」

「裏目に出たな」

　わざと微笑ほほえむ。エズラを責めるには忍びない。

「でも、切り離すぞ。いいな」

　念を押す。

「是ぜ非ひもない。六億ギガタイラスの負ふ債さいを負うことになるが──」

　ポリメタキノリンはその性格上、船せん舶ぱく積み荷保険の対象外である。

「命に代えられるか!!」

　エドはコンテナの切り離しスイッチを入れた。だが──、

「作動しない！」

「なに!?」

「回路も浸しん蝕しよくされたみたいだ……」

　顔面蒼そう白はくを通り越し、透明になる二人。

「このままだと、どうなる？」

「計算してみるか？」

　最悪の事態までの時間をシミュレートしてみるエド。皮肉なことに、そのためのコンピューターは動いた。

「五分十秒で爆発……」

「時間がないな」

　仮に切り離しに成功したとしても、反応の到達距離から逃げるためには一分弱を要する。

「よし！」

　エドの決断は早かった。

　操縦席の床下のハッチを開く。船外作業艇のコックピットへと通じている。

「トーチでコンテナとの連結ボルトを灼やき切る！」

「待て。そいつの操縦には、特一種免許が要いるんだぞ!!」

　とエズラ。

「ついでにトーチを用いた作業には、限定二種作業免許が──」

「限定二種は持ってる！　前に勤めていた場所で……。それに大たい抵ていのメカは動かせるさ！」

「エド……おまえ……」

　エズラは目を剝むいた。

「何者だ？　使える奴だとは思っていたが……」

「エズラ……」

　と、エドは微笑んで彼を見上げた。

「いままで黙っていて悪かったが、ジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラー[image: ]世という名を、覚えていてくれよ……」

「やっぱりな」

　とエズラ。

「そんな気がしてたよ。まさかと思ったが、そうと考えればいちいち合が点てんがいく。俺にはやっぱり、勿もつ体たいねえ拾い物だったなあ……」
















「時間がない」

　ハッチを閉める。

「可能な限りやってみる！　しっかり回収してくれよ!!」

『おまえを死なすくらいなら、俺が死ぬ!!』

　通信機から、エズラの声。

『頑張れ！』

「口で言うほど、楽じゃないんだよなあ……」

　連結ボルトの切断に、三分近くを要した。コンテナが、見る見る離れていく。

「助かった……」

『よし!!　回収するぞ！』

「頼む！　ここまできたら、やっぱり死にたくない……」

　不意にマチコの顔が浮かんだ。

　回収用の作業アームが接近する。あれに回収索のフックを引っ掛ければいい。

　が──、

「コンピューターによるシミュレートよりも数秒早く、爆発の閃せん光こうと衝撃波が来た。

　稀き薄はくな、ほとんど真空に近いはずの星間物質が圧縮されて、作業艇を揺らすほどの衝撃波なのである。

「くっ!!」

　小さな、ほとんどポッドに近い作業艇は揺れて、回収アームに弾はじかれた。

　反動で『流れ星一番』号と作業艇の距離は、天文学的に開く。

　もはや、回収不能である。

『エド！』

　エズラの悲ひ鳴めい。たちまち電波の到達距離からも出てしまう。

「エズラ……」

　届いているかどうかの無線機に向け、エドは言った。

「縁があったら、どこかでまた逢おう！」

　またも漂流生活が、エドを待ち受けていた。

　作業艇の酸素は、三日分──。










　第六章　免許証はお持ちですか




「もうすぐね。もうすぐなのね」

　と、蒼そう穹きゆうを見上げながらマチコは期待に胸を膨ふくらませる。

「もうすぐ、エドに逢あえるのね」

「はい。残念ながら……」

　少し離れた場所で廃材の山に腰掛け、シン・カトリは呟つぶやく。

「もうすぐ逢えますよ、マリア」

　マチコをエドに引き渡した後、自分はどうやって消えようかなということに、頭を悩ませているシンである。見苦しくない態度で、しかもエドに何か一ひと言こと、チクリと尽き刺さる一言を言ってやらねば気が収おさまらない。

「よかったですねえ……」

「ええ」

　マチコはシンの心中を斟しん酌しやくする余裕がない。ただ惑星アラドのサルム港の空を、瞬まばたきもせずに見上げている。あれでは首が痛くなって、キスにも支し障しようを来きたすのではないかと、シンは妙みようなところで心配する。

「首が戻らなくなるよ。ま、エドの奴が背が高くてよかったね……ってとこかな」

　しかし──、

　ほのぼのとした空気も、そこまでだった。僅わずか数分後には、とんでもない事態が出しゆつ来たいする。

「来たわ!!」

　歓かん喜きを込めて、マチコが叫さけんだ。

「あれよ！　間ま違ちがいないわ!!　エドが乗っている！」

　空の一点に輝く光が見えたかと思う間に、次の瞬間には星間長距離輸送船に特有の、くぐもった大気圏下降音が聞こえた。

「あれに、エドが乗っている！」

「そうですね……」

　シンも嫌いや々いや、その音の方向を見上げる。

「ちょっ、来るなよ。これで僕はお払い箱……」

　が──、

「おや？」

　その直後に、異変に気付いた。

「音が妙だな……」

　と、呟つぶやくシン。

「空から荷にのようだ」

「わかるのですか？　シン」

「わかります」

　と、こればかりは自信がある。

「僕、昔から宇宙船のことなら、ちょっとうるさいんですから──」

　天才操そう縦じゆう士しと言われた父、ハロルド・カトリの血を、兄弟姉妹の中で最も濃厚に受け継いだ者は末っ子のシンであった。自身、往年の父を彷ほう彿ふつとさせる操縦の冴さえを見せる。

「エンジン音を聞いただけで、その宇宙船がどういう状態にあるかだって、大だい体たいわかりますよ。……かなり損そん傷しようしている」

　胸騒ぎを覚えるシン。恋のライバルを見舞ったらしい不運を喜ぶ気にはとてもなれなかった。

「大だい丈じよう夫ぶかな、あの宇宙トラック。着陸した途と端たんに、爆発炎上なんてことにならなきゃいいけど……。あ、すみません……」

「いいのです」

　と、蒼あおざめながらマチコ。

「嫌な予感がします。行きましょう……」

「はい」

　よろめくように着ちやく床しようする宇宙船。コンテナを失い、自身も満まん身しん創そう痍いである。シンが案じたように爆発こそしなかったが、二度と大気圏を離脱できないだろうと思わせるに足る状態であった。

　しかも──、

　二人乗りのコックピットからよろけるように現れたのは、憔しよう悴すいしきった初老の男のみ。助手席にいたはずの赤毛の若者の姿はない。

「もう俺は立ち直れない……」

　と、エズラは宇宙港管制員の手を払い除のけて叫んだ。

「ほっといてくれよう！　俺のことなんか……」

「エズラ・スガワラ……さん」

　声をかけてきた女性がいる。こんな時でもいくらか救われるほどの美女であった。

「エドは？」

「いなくなっちめえやがった!!」

　と、顔を覆おおってエズラは叫んだ。

「事故でよう！　俺のせいだ……。生きているかどうかも、わからねえ」

「大丈夫……」

　一瞬、気を失いそうになるほど動転しながら、それでもマチコは気丈に言った。

「エドが、そう簡単に死ぬはずないでしょう」

「そんな気もする……」

　とエズラ。

「いや、奴は絶対死なないと、そんな気がしてきたぞ。ところでお嬢さん、あんたはエドの……？」

「許嫁いいなずけです」

　と、マチコは咄とつ嗟さに言った。自分でも意外だった。

「そうか。エドめ……さすがだわい」

　いくらか勇気付けられる、エズラ。

「しかしエドは、宇宙の涯はてに、弾はじかれて──」

「行ゆく方え知れずか」

　はっとなって振り向く、マチコ。

「あなたは──!!」

「それだけ聞けば、充分ですね」

　宇宙港警備員に変装したカッツ・モリガンは、やはり警備員に化ばけた配下の信者たちに命令した。

「エドを捕とらえられなかったのは残念ですが、あなたを無事保護できただけでよしとしましょう。ついでに裏切り者の始末もね。マリアをお連れしろ。丁てい重ちようにな」

　さっと動く、信者たち。その数二十数名。しかも武装している。周しゆう到とうである。

「マリア!!」

　弾かれたように反応したのは、シンである。親玉であるカッツに摑つかみかかる。いい判断だ。

「逃げてください！」

　カッツにも、よもやシンがここまでという油断はあったのだろう。その一瞬の隙すきに、シンは巧たくみに乗じた。さすがに彼も、ヌボーッとしているようで、訓練を受けた中級幹部である。カッツを羽は交がい絞じめにすると、彼のホルスターからレイガンを抜き、銃口を首筋に押し当てる。

「動くな!!」

　と、声を限りにシンは叫んだ。

「一歩でも動けば、カッツの命はないぞ！」

　陳ちん腐ぷな常じよう套とう句くだが、場合が場合だけに赦ゆるしてもらおう。

「マリア！　この隙に早く!!　エズラさんも！」

「何をしている!!」

　しかし不覚を取りながらも、カッツは叫んだ。さすがである。

「マリアを捕えろ！」

　本来なら『保護しろ』とでも言うべきであったろうが、さすがに銃口の前には動転したと言うべきだろう。ついつい『事実』に近い命令を下してしまった。

「私に構うな！　マリアを……保護しろ!!」

「おまえらのリーダーが死ぬぞ！」

　シンも負けてはいない。どこからそんな胆たん力りよくが湧わいてくるのか、自分でも不思議である。これもマリアのためだ。マリアのためならシンは、悪魔にもなれる。

「それでいいのか!?」

　カッツの部下たちは、一歩も動けなかった。殊しゆ勝しようと言うべきだろう。皮肉にもカッツの部下の忠誠心の強さに、シンとマチコは救われた。

「何をしている!?」

　カッツは再び叫んだ。

「私に構うなと言っているだろう！　さっさと命令を実行しろ」

「僕は本気だぞ！」

　負けじとシン。

「殺すと言ったら、僕は殺せるんだ!!」

「シン……」

　マチコは茫ぼう然ぜんとしている。

「早く！」

　シンは叫ぶ。

「逃げてください、マリア!!」

「でも……」

「僕はどうなってもいいんだ！　どんな拷ごう問もんでも、耐える。決して口は割らない!!」

「言っていろ」

　銃口を突き付けられ彼に羽交い絞めにされたまま、カッツは冷静に言った。

「今のうちだけだ。ブラック・セラフィムの拷問がどんなものか、おまえも知っているだろう、シン。私も死は恐れぬが、あの拷問だけはちょっと怖こわい……」

「行ってください!!」

　全すべてを振り払うかのように、叫ぶシン。

「お願いだから……」

「でも──」

　そのマリアの腕を、不意に引っ張る手があった。

「さ、こっちよ！」

　ショートカットの、美人が叫んだ。

「早く!!　マチコさん」

「あなたは──!?」

「説明は後！」

　そこら辺の男など到底太た刀ち打うち不可能な度胸と快活さでもって、彼女は逡しゆん巡じゆんしているマチコと、腰を抜かしているエズラを促うながした。

「急いで！」

「行けないわ」

「ふんッ!!」

　そのマチコの頰ほおを、彼女は平然と張った。ばあんという甲かん高だかい空気の振動が、マチコに冷静な判断力を取り戻させた。

　母親譲りの、ビンタである。

「彼の気持ちを無む駄だにする気!?」

　と、彼女は叫んだ。

「あ……はい……」

　さすがにマチコも、伊だ達てにマリアを名乗ってはいなかった。

「シン！」

　彼の目を見て、言う。

「あなたのことは……忘れません!!」

　報むくわれたと、シンは思った。それだけで生まれてきた甲か斐いはあった。確かに──。

「行きましょう！」

　女性二人でエズラを引き摺ずるようにして、逃げる。

「そう、それでいいのよ……」

　走りながら微笑ほほえむ彼女。

「さすがはエドが選んだ女ひ性とね」

「あなたは……？」

「ノリカ。エドの叔お母ばよ。同おない齢どしのね」

　同い齢のと言うところを念を押すように強調して、ノリカは言った。

「こっちよ！」

「何をしている!!　追え！」

　絶ぜつ叫きようするカッツ。だが彼の身を案じる部下たちは、動こうともしない。

「慕したわれてるね、カッツ……」

　シンが言った。

「裏切り者に言われたくはない！」

　憤ふん然ぜんとして、カッツは吐き棄すてた。

「こんなことなら、イノセントの部下でも借りてくるのだった。子飼いの部下は、時に忠誠心の方向を履はき違える。イノセントの部下なら、私を見捨てても忠実に命令を実行したことだろう……」

「それでいいじゃない」
















　マチコたちが見えなくなったところで、シンは銃口を下ろした。

「さ、煮るなり焼くなり、してもらいましょうか……」

「追え！」

　まずカッツは命令した。上官の危機は去ったと判断した部下たちは、今度は一いつ斉せいに動く。一糸乱れぬ動きには、無駄がなかった。

「よく訓練したね……」

「私にはこれくらいしか、能がない。キムタークさまに愛想を尽かされないためには──」

「君も大変なんだ」

　レイガンを戻しながら、シンは言った。じたばたしない。

「今この場で、殺してくれた方がいいや」

「馬ば鹿かを言え」

　苦笑しながら、カッツ。大きなカードを何枚も逃がし、いちばんつまらないカードだけが手元に残った。

「マリアにあんな言葉を賜たまわって、命いのち冥みよう加がなまま貴き様さまを死なせるかよ。きっちり拷問を受けてもらう……」

　と言いつつも、手荒には扱わない。シンが絶対に逃げないことを、カッツは確信していた。

「おまえが羨うらやましい」

「何で？」

「マリアにああも信頼されて……」

「じゃあ殺す？」

「いいや」

　カッツは首を振る。

「おまえの忠誠心も、それはそれで正しいのだろう。殺すには忍びない。それに、何だか私も──」

　声を潜ひそめ、言った。

「大きな声では言えないが、この場ではマリアに、逃げ切ってもらいたい。そのほうが、話が好ましい方向へ進むような気がする……」




「乗って！」

　駐車場に停めてあったオープンエアカーの運転席に飛び込みながら、ノリカは叫んだ。

　助手席に乗り込むマチコ。訳がわからぬまま嫌がるエズラを、無理やり後部シートに押し込める。

「摑まって!!」

　急発進するエアカー。駐車場の遮しや断だん機きを粉砕すると、そのまま走路に出た。瞬またたく間まに時速は二百キロを超える。後部シートのエズラが悲ひ鳴めいを上げる。

「ノリカさん……どうして？」

「無責任カルテットの情報網を、見み縊くびらないで欲しいわね」

　と、バックミラーとスピードメーターとを交互に見ながら、ノリカ。

「あなたの居場所は、すぐにわかったわ。連中があなたとシンくんとを尾び行こうしていることも……。でもさすがに、エドが行方不明になることまでは計算外だったわね」

「エドは無事でしょうか？」

「さっき自分で、そう言ったじゃない」

　笑い飛ばすノリカ。

「信じなさいって!!」

「はい……」

　瞳ひとみが潤うるんだ。

「まだ泣いてる場合じゃないわよ！」

　数台のエアカーに分乗して、信者たちが追って来る。

「さすがにしつこい!!」

　ノリカのハンドル捌さばきは確かである。ただ、同乗者のことはあまり考えていない。

「ふっ切るわよ──」

「え、ええ……」

「エドのことなら、心配しなさんな！　ケンが探してる。じきに見付かるでしょうよ!!」

「ケンが──!!」

「ああ、そうか、ケンとも顔見知りだったっけか？」

「直接口を聞いたことはありませんが、エドの親友と聞いています」

「そう。親友っていいもんよ。マチコさん」

「え？」

「あたしたち、いい友だちになれそうね。そんな気がしてきたわ……」

　追跡するエアカーのうち先頭にいた二台が、左右からこちらの前方に回り込もうとしている。頭を押さえてスピードを落とさせようというのだろう。

「ンなろ!!」

　ノリカは一瞬、マチコを乗せていることも完かん璧ぺきに忘れた。ましてや後部シートのエズラのことなど、端はなから眼中にない。

「このノリカさまの前に出ようってか!?　百億万年早え～!!」

　げに恐ろしきは血筋である。ノリカはやはり、キサラの妹であった。ミニ暗黒太陽小町くらいはイッている。

「おらおらおらおらおら！」

　二台の間を、強ごう引いんに突っ切る。その勢いに思わず怯ひるんだイン側の一台が中央分離帯に激突し、きりきりと回転しながら後続の一台を巻き込み、自爆した。

「たっまや～!!」

　叫ぶノリカ。

「あの～、もしもし……」

　時速六百キロ、超えてますけどと、マチコは言おうとしてやめた。制限速度を三百五十キロばかりオーバーしている。捕まったら釈しやく明めいの余地なく免許取消しだが、気にしてもいられない。

　だが敵もさるもの、真横に並んだ。

「ノリカさん！」

　マチコが叫んだ。

「危あぶない!!」

　ノリカの頭を、思い切り押さえ付ける。その頭上を、銃弾が掠かすめていった。

「キ～ッ！」

　それでノリカは、オーバードライブモードに完璧突入した。

「やろ、こっちにはマリアが乗ってるんだぞ！　忘れたか!!」

「逃げられるよりは、よいと思ったのでしょう……」

　マチコは彼らを弁護した。

「任務に失敗すれば、彼らも『浄じよう化か』されてしまうのですから──」

「ンなモン知ったことか!!」

　とノリカ。

「野郎、見境なく撃ちやがったなぁ～！」

　根に持った。ノリカは根に持った。根に持ったノリカは……世にも恐ろしい。

「撃ったら自分も──」

　表情が完璧にイッちゃってる。口元のへらへら笑いが、不ぶ気き味みだ。

「撃たれて当然と思え──────ッ!!」

　これを自じ業ごう自じ得とく、因いん果が応おう報ほうとでも……普通は言わない。

　ノリカはハンドルのボタンを押した。ハンドル中央には電話のダイヤルのようにＡからＧまでのボタンが並んでいる。

　そのうちのＣのボタンを、ノリカは押したのだ。

　にょきっと、ボンネットが割れて顔を出した物がある。

　多銃身の、回転式機関砲であった。

　それがくくっと旋回するや。




　バリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリバリ──────!!




　概おおむね一秒間に八十発相当の弾丸を、吐き出した。

　チーズのように穴だらけにされた敵が、横転してガードレールを突き破る。

　数秒遅れて、爆発と黒煙が上がった。

「味方に『浄化』されるよりは、マシだろう……」

　と、嘯うそぶくノリカ。

「何を……」

　呆あつ気けに取られる、マチコ。

　ノリカのエアカーは、さながらボンドカーのような違法改造車であるらしい。

「特注なの」

　と、涼しい表か情おでノリカ。そういうレベルでは、もはやない。

「あんな常じよう軌きを逸いつした連中が相手ですもの、このくらい赦ゆるされるわよねえ。オホホ……。オホホホホホホホホ！」

「え、ええ……」

「オホホホホホホホホホホ!!」

　正直同乗しているのも、ちょっと怖い。敵に回すのは、なお怖い。

　ノリカが無責任カルテットの中でも、『実力者』と呼ばれる所以ゆえんはここにあった。エドやカツヤと五分以上に渡り合うには、これくらいの神経でもなければ、

「やってらんねえ」

　となるだろう。けだし当然である。

　しかし初対面の人間には、ちょっと問題ありだ。好き嫌いが極端に分かれてしまう。

　だがマチコは、圧倒されながらもノリカに好感を持った。そういう意味では彼女もさすがである。

　因ちなみに──、

　Ｃのボタンはチェーンガンの頭かしら文字である。

　が、漫然としてはいられなかった。

「全弾撃ち尽くした……」

　カタカタと余勢で空から回まわりする銃身を見詰めながら、ノリカ。

「三千発も、積んでたのになあ……」

　それだけの弾丸を、至近距離から叩たたき込まれた敵もいと憐あわれ。

「また来ます！」

　マチコが叫んだ。

「お願い、ノリカさん。彼らに罪はありません！　もう殺さないで!!」

「お優しいんだから、このマリア様は……」

　呆あきれつつも、ノリカは頷うなずいた。

「わかったわ。痛めつけるだけにしとく」

　などと言いつつＢのボタンを押した。

　Ｂは即すなわち、Ｂｏｍｂの頭文字である。単純明快だった。

　路上が盛大な花火大会になった。しかし、路面補修に道路公団が半年かかる程の派は手でな被害を与えておきながら、脱落させた敵は一台だけだった。

「やっぱり通常爆弾じゃ駄だ目めね」

　とノリカ。

「爆発は派手なんだけど……。反応爆弾にしときゃよかったかな？」

　確かに敵も一いつ掃そうできただろうが、都市も消滅している。

　喋しやべっている間、運転がお留る守すになっている。

「ノリカさん!!」

　マチコの悲鳴。

「前──」

　対向車線からはみ出した二台の大型貨物エアカーが、並へい走そうして来る。タイミング悪く、ちょうど追い越しをかけた瞬間であるらしい。走路を完全に塞ふさがれた。

「くっ──！」

　ノリカの神かみ業わざ的テクニックが冴さえる。二台の間を、Ｓ字型に走り抜けた。なんという強運。やはり彼女も、ジャスティ・ウエキ・タイラーの娘だった。

「アステロイドをヨットで突っ切るのに較くらべりゃ！」

　どうということはない。そう言いたかったのだろう。だが、二台のトラックは互いに接触して大破し、対向車線側の後続を巻き込んだ。

　追手は一台の損失もなく、この障害をクリアして再び距離を詰めてくる。

「はあ……。さすがに大した腕ね」

　運転の得意な信者を、セレクトしているのだろう。

「彼らも使命を果たそうと、懸命なのです」

「それはわかるんだけどね……」

　ノリカの手が、Ｇのボタンに伸びた。グレネード・ランチャーである。

　トランクの蓋ふたが開き、そこから発射されたグレネードは、しかし外はずれた。盛大に街灯を破壊し尽くす。

「やっぱり照準器なしじゃ無理か……」

「あの～」

「ま、こういう手もあるしい」

　今度はＡのボタンを押す。

　ＡＴＭ。つまり対戦車ミサイルである。

「今度は誘導付きよ！」

　しかし外れた。誘導が効きき始める距離よりも、敵が近かったのである。

　建設中のビルがひとつ、足場を粉砕された。

「建設中でよかった……」

　ほっと安あん堵どするノリカ。

「そういう問題では……」

　数日後、サルム・シティーからタイラー家に提出された損害請求書は、膨ぼう大だいな額になったが、タイラー老は笑ってサインしたという。

「ノリカも若わか気げの至りよのう……」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーは呟つぶやいたとか──。

「こうなりゃ手当たり次第！」

　Ｄは、デストロイド・スタッブ。即ち炸さく薬やく入りの撒まき菱びしだ。路面一杯にバラ撒まかれる。タイヤがなくても、風圧で爆発する。爆圧で木の葉のように煽あおられた敵が、きりきり舞いしながら高架から転落する。

　これで二台脱落させ、残りは二台。

「殺さないでと……」

「直接には、殺してないでしょ！　クルマを破壊してるだけよ!!」

　だが時速数百キロで転落すれば中の人間は普通死ぬ。顔こそ見えないが追跡者はいずれも尋常ではない美少年ということを知っていれば、ノリカもここまでは手荒な真ま似ねはしなかったかも知れない。

「お次はこれよ！」

　Ｅはエナジー・ブラスト。これも凶きよう悪あくな武器だ。缶コーラほどのドラムを路上に転がす。時限信管付きで作動する。普通の爆弾と違い、爆発はほとんど純粋にエネルギーに転換されるので、周囲の物質を巻き込んで消滅する感じだ。派手さはないが、文字通り消える。

　一台のエアカーが、音もなくこの世から消えた。

「最後のひとつ……」

　Ｆはファイナル・トラップと呼ばれている。これも凶悪な武器だ。

「ま、本来は最終兵器なんだよね……。まさかこれを使うことになるとは思わなかったな」

　とノリカ。

「ノリカさん……」

　マチコは震えている。今までの武器からして、その威力はだいたい察せられた。ロクでもない結果も──。

　しかし、彼女はまだ気丈であると言えた。後部シートのエズラなど、とうに失しつ神しんしていた。

「伏せて……」

　努めて冷静を装いながら、彼女は言った。

「場所よし……」

　周囲が、繁華街でないことを確認する。幸い、この一帯は区画整理も終わっていない無人の開発区域であった。

　タイムラグを計算に入れて、スイッチを押す。

「ファイナル・トラップ……作動……」

　一瞬の不気味な静せい寂じやくがあって、それから最後のエアカーも消えた。

　１ブロックまるまるの、区域ともども──。

「終わったわ」

　とノリカ。

　振り向くと、道路そのものも消滅している。さっきまでなかったものもある。半径二百メートルのクレーターが出現していた。

「こうして振り返ると──」

　車を停め、冷汗混まじりにノリカは言った。

「通って来た道筋が、よくわかるわね。ホホ、ホホホホホ……」

　ところどころ立ち上る黒煙と炎ほのおとが、逃走ルートを示すマーカーとなっていた。

『なんてわかりやすい女ひ性とだろう……』

　と、マチコは思った。尊敬はするが歯の根が合わないこともまた事実である。

　エドと結婚したら、この人とも親しん戚せき付き合いをしなければならない。楽しそうだけでは、済まない。

「退屈しないかも……」

　ようやく口を突いて出た台詞せりふが、それであった。それだけ言うまでに、数分経たったろう。舌も唇くちびるも、カラカラに渇いていた。

「う～ん、ちょっとだけ、やり過ぎたかもな……」

　彼女なりに反省してみせるノリカ。

　都市の機能を、一時間近く麻ま痺ひさせた。

「ま、いっか。マチコさんは助けられたんだし、宇宙を救うことを思えば小さな犠牲よね」

　言うことがブラック・セラフィムじみてきた。

「は～っはっはっはっ!!」

　オープンエアカーの座席に仁に王おう立ちになり、豪快に笑う。

「あら……」

　マチコはふと気付いた。

「ノリカさん……襟えり元もと……」

　どこか、街路樹の下を走り抜ける時にでも落ちて来たのであろうか。

「毛虫……」

「え──!?」

　ノリカの顔面から血の気けが、さーっと音を立てて引いた。

「ほら」

　指先で摘つまんで見せるマチコ。彼女にしてみれば、何でもない。輪りん廻ねを信じる彼女は、全すべての生きとし生ける者を分け隔へだてたりはしない。彼女も前世のどこかでは毛虫だったかも知れず、またこの先来世で毛虫に生まれ変わらないとも限らない。そう信じていた。

　毛虫を摘むのも、だから、苦でもない。

「う……」

　だがノリカは違った。敵とはいえ十数名の信者を鏖おう殺さつしておいて憚はばからぬ彼女にも、苦にが手てはある。

「け・む・し──」

　くらっと眼球が裏返り、そのまま卒そつ倒とうするノリカを、マチコはそっと受け止めた。

「いいわ」

　マリアの慈悲を浮かべつつ微笑ほほえんで、マチコは言った。

「あなたとなら、仲良くやれるわ。宜よろしく、ノリカさん」



















　第七章　ゴミは分ぶん別べつしてますか




「おい新入り」

　と、食膳に伸ばしかけた手をはたかれた。

「ここのしきたりじゃな、新しい新入りがあるまで、メインディッシュは先輩に差し出すことになってるんだ」

「なあるほど」

　と、エドは薄笑いを浮かべたまま頷うなずいた。

「それがしきたりって訳わけですね、セ・ン・パ・イ」

　敢あえて片かた仮か名なで言った。

「そういうことだ。おまえが娑しや婆ばで、どんな地位にあったか知らねえが、ここじゃ先輩後輩が全すべてってことだ」

「まるで刑務所ですね」

　とエドは思ったままを言った。タコ部屋という呼称が、最も相応ふさわしい。エドが配属された雑ざつ居きよ房ぼうを思わせる部屋の室長は、二メートルに近い巨漢であり、容姿もタコそのもののスキンヘッドだ。

「そうよ」

　と、タコ入にゆう道どうが言った。

「わかったら、そのメインディッシュを器ごと、こっちへ寄よ越こしな」

　メインディッシュとはよく言ったものだ。今いま時どき小学校の給食でも使わないようなアルマイトの食器に盛られた、芋いもばかりのシチュー。おそらくどこかの払い下げの屑くず物もので作られ、栄養価のバランスなど何も考えられてはいない。こういった一いち事じが万ばん事じであり、労働条件は劣れつ悪あくの一語である。

「さあ新入り」

　ここではエドは『新入り』という呼称が全てであった。人間として全ての評価が、その一ひと言ことで決まってしまう。

『これならブラック・セラフィムの方が、まだ人間的だ』

　とエドは思った。ただし、エドとしては名乗る必要もない分、前歴を隠いん蔽ぺいするための工夫も免除され、それだけ楽という一面もある。

　ここにいる限り、互いの名前はほとんど呼び交かわされることもない。

『新入り』『先輩』『室長』『兄あに貴き』『グズ』『出っ歯』『タコ』ｅｔｃ……。

　そんなもので、済んでしまう。それで何の不ふ都つ合ごうもない。

　だからエドが、作業艇で漂流していたところをこのタコ部屋のような作業船に拾われ、申し訳程度に介かい抱ほうされた後、その代だい償しようとしてそのまま働くことを要求された時も、どうして漂流していたのかということは、ほとんど問われもしなかった。

　ただ、彼らにしてみれば、後あと腐くされなく遣つかい捨てにできる若い労働力を偶然得られた僥ぎよう倖こうと言うに過ぎない。普通の若者ならこれで絶望し、意気消沈してしまうところだろう。だが、エドは違った。

　それならそれで構かまわない。

　むしろ、その運命を心のどこかで楽しんでいる風ふうさえある。流れ流れての流る転てんも、ここまでくるといっそ面おも白しろい。何よりあのまま漂流していれば、あと数時間で危あぶなかった。間かん一いつ髪ぱつで拾われたのは奇跡に近い。

「おい新入り！」

　タコ入道が焦じれて怒ど鳴なった。ここまで物事に動じない新入りも珍めずらしい。

「聞こえてるのか!?」

「はい、先輩」

　と、ニヤニヤしながらエド。

　気に染まぬ相手には、とことん冷淡な表情で接する。これもまたエドの一面であった。彼らに較くらべれば、キムタークやカイは、まだしも話の通じる人間であったということだ。肚はらの探さぐり合いもゲームのように楽しかった。しかし、このタコ部屋の連中はどいつもこいつも死んだ鯖さばのような目をしており、そんなスリルすら微み塵じんも感じない。

　一ひと言ことで言おう。退屈なのだ。

　エドにとって退屈とは、人生最大の悪である。

「てめえ新入り！」

　キレたタコ男が摑つかみかかる寸前、

　バシャッ

　と、シチューの名を騙かたった芋の煮汁がその顔面に弾はじけた。

「うぷっ!!」

「こんなもんで満足するなら──」

　後先考えず、エドは言った。

「飽きるまで喰くいな」

　その間も、薄笑いは消えない。

「この野郎！」

　あとは部屋中総掛かりの、リンチとなった。




「いったい全体、なんで抵抗しねえんだ？」

　襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのようにされたエドを見下ろしながら、タコ入道が喘あえぐ。彼にとっては、ひさびさに重労働だったようだ。

「それに、こんなになってもまだ嗤わらってやがる……」

「わからねえだろうなあ……」

　と、切れた唇くちびると腫はれ上がった瞼まぶたでエドは呟つぶやいた。

「おまえらは、俺に本気で相手にされる価値もないってことが──」

「寝言さらせ！」

　その脇腹を、思い切り蹴けられた。蹴られつつなおエドは嗤う。

「気味悪い奴だ……」

　怖おぞ気け立ったのはむしろ、『先輩』連中の方だった。

「相手にするの、よそうぜ」

「ああ……。頭おかしいのかも知れねえ」

「漂流の時の酸素欠乏症で、イカレちまったのかもな……」

　こそこそと、部屋の隅すみに固まる。リーダーのタコ入道ですら、例外ではない。

　結果的にズタボロにされたエドの方が、大の字で部屋の中央を占領する格かつ好こうになった。

　こうして生なま意い気きな赤毛の新入りの噂うわさは、一夜にしてタコ部屋宇宙船全体に広がった。




「聞いたか」

　と、作業しながらの会話も、当然エドのことでもちきりである。

「生意気な赤毛の、垂たれ目の新入りか？」

「ああ。強いのか弱いのか、わからねえ」

「妙みような奴には、慣れっこだと思ったが、宇宙は広いな。色々な奴がいる」

「第十七房じゃ、ブラック・セラフィムの脱会信者じゃねえかって噂してる」

　それも確かに、事実の一面だ。

「動じないところと、薄笑いの気味悪さが、いかにもそうだってよ」

「喋しやべってねえで、足元見れ！　粉砕機に巻き込まれっぞ!!」

「おっと、くわばらくわばら……」

　述べ遅れたが、タコ部屋宇宙船はそれ自体が、巨大な廃はい棄き物ぶつ回収処理工場となっている。言わば宇宙の、移動ゴミ処理場である。当然、多種多様な人種が働いている。地球人、ラアルゴン人、アシュラン人、ケルテ人、軍人崩くずれ、海かい賊ぞく、流れ者から犯罪者まで、それでも前歴は一いつ切さい不問なのである。

　ここから先は、何ど処こにも行きようのない者ばかりだ。一歩娑しや婆ばに出れば、その場で消されてしまう人間もいる。いや、実際娑婆では死んだことになっている人間もいた。

　エドも、凄すごい処ところへ来たものである。

　宇宙船の中それ自体が、一種の治ち外がい法ほう権けんなのである。

　あらゆる場所に出向いて、産業廃棄物や、軍のスクラップを回収して回る。その中から僅わずかばかりの再生物も採とれるが、そんなものは燃料代にもならない。主な利潤は『処理引き受け料』である。

　産業廃棄物には、絶対に投とう棄きしてはいけない有害な物質も多い。しかし、それをきちんと処理していては膨ぼう大だいな設備投資と運転資金が馬ば鹿かにならない。業種によってはほとんど儲もうけにならないこともある。

　それを、一定の料金で引き受け、処理するのである。企業にとっては、自社で処理するよりも安くつく。

　むろん、処理船がそれらをきちんと処理しているかどうかは、疑わしい。有害物質を違法投棄していないという保証はどこにもないのだが、一いつ旦たん企業の手を離れてしまえば、企業の側に直接責任はない。だから、薄々違法行為をしているのは承知の上で、金を払って厄やつ介かいな廃棄物を処理してもらっているのが実状である。

　それを取り締まる側も、一筋縄ではいかない。

　そもそも、有害産業廃棄物に対する、根本的な解決方法がまだないのである。仮にあったとしても、資金的に採算が取れない。

　そこで──、

　臭くさい物には蓋ふたではないが、惑星連合政府としても厄介な問題はこうした回収業者に押し付けているというのが現状なのだ。業者は役人にリベートの一部を袖の下として渡し、ある程度の違法行為と、作業船内の治外法権を『黙認』してもらう。役人は役人で、誰もが嫌う作業を彼らに押し付け、問題を先送りし、根本的な打開策のない自みずからの無能を棚上げしている。

　そういう、悪あしき『持ちつ持たれつ』の関係が、企業、処理業者、関係諸庁との間で成り立っているのである。もちろん、その矛む盾じゆんの皺しわ寄よせを最も被こうむっているのが末端作業に携たずさわる食い詰め連中であるということは、言を俟またない。

　全て、現在の状じよう況きようと何なん等ら変わるところはないのであった。

　それはさておき──、

　各惑星から出される産業廃棄物や生活廃棄物のうち、リサイクルに回せる物はごくごく少ない。

　比較的、有害度の少ない──例たとえば石油製品などの──ゴミは、専用の回収宇宙船によって、一箇所に集められる。集中投棄された膨大なゴミは、いつしか自身の重力で寄り集まって、ほとんど一個の惑星サイズにまで『成長』する。

　このくらいの質量になれば、中心部は重力でドロドロに溶けて融合し、核となり、その周囲を流動性のあるゴミのマントルが取り囲み、さらにその外側をゴミの地殻が覆うといった具合に、天然の惑星にも似た状態になる。もちろん、ただ巨大な質量があるというだけで居住は不可能だし、何の利用価値もない。臭においが届かないくらい離れた場所から見れば、プラスチックが恒星からの光を乱反射して、意外に綺き麗れいだというくらいだ。

　こうしたゴミが集まった惑星のことを俗に『夢の星』などと称する。多くはやはりゴミが集まって出来た衛星、つまり『夢の月』を数個従えている。大気のある『夢の星』も宇宙には何個かあり、ごく一部の星には生物も棲せい息そくすることが知られている。しかし、そのほとんどは細菌、バクテリアの類たぐいであり、せいぜいが蠅はえやカラスどまりである。とても人間の棲すめる場所ではない。

　もっと有害度の高い産業廃棄物は、どうするか？

　実は、これにも解決策がないではない。ただし、非合法だ。他に方法がないので、黙認されているというだけである。

　その乱暴な方法を、エドが拾われたタコ部屋宇宙船はこれから行おうとしている。

　宇宙船には『マクベス[image: ]世』号という立りつ派ぱな名前が、実はある。

　ただし、それは管理組合の船籍簿──まだ登録抹まつ消しようされていなければの話だが──にそう記載されているというだけの名であって、乗組員の間でそう呼んでいる人間は一人もいない。

『泥どろ亀がめ』

　というのが、彼らの間で呼び馴ならされている宇宙船の呼称である。

　しかし、実になんともこの宇宙船には相応ふさわしい名ではないか。薄汚れた外装、緩かん慢まんで鈍どん重じゆうな動き、冴さえない任務、いかがわしさから希望のなさまでを、見事に表している。

　出入りの企業の間でさえ、

「あの『泥亀』が……」

　で話は通じてしまう。その言葉には一いち様ように、侮ぶ蔑べつと忌き避ひの念が込められていることは言うまでもない。

　実は重要な仕事である──『泥亀』がいなければ、彼ら企業は産業廃棄物とＯＡゴミとに埋もれて、たちまちそのイメージを失しつ墜ついするのに──にも関わらず、誰もがその仕事を軽けい蔑べつしていた。『泥亀』の乗組員たちにも、自じ虐ぎやくと絶望とがある。その汚お名めいを返上しようという覇は気きはない。

　救いのないローテーションは、果てしなく続くかと思われた。




「なあ」

　と、珍めずらしくエドは、同僚である作業員に訊きいてみた。

「なんだ新入り」

　ここへ来て一月にもなろうかというのに、エドの通称はいまだに『新入り』である。そう言ったのは通称『ナマコ』と呼ばれている同部屋の作業員である。三十半ばで、その通称通りの印象の男だ。骨も気き概がいもない男だが、それでも比較的エドには親切であった。ひと通りの仕事を教えてくれたのも、このナマコである。

「さっき載のせた、特Ｄの廃棄物だけど──」

　特Ｄとは、最も危険なランクの有害廃棄物である。Ｄは死デスのＤではないかとさえ言われている。いや、個人の死で済めばまだいいが、その悪しき影響が子し々し孫そん々そんにまで及びかねない代しろ物ものすらある。

「あれ、どうするんだ？」

「決まってるだろ」

　と、事もなげにナマコは言った。

「棄すてるのさ」

「棄てるって、何ど処こへ!?」

　エドには聞き捨てならない。

「あんな物ぶつ騒そうなもの──」

「決まってるだろ」

　と、ナマコ。

「ブラックホール投棄さ」

「ブラックホール投棄!?」

　初めて聞く言葉だ。なるほど、この短い言葉で全すべてわかる。しかし──、

「大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　エドは気が気ではない。

「どこかのホワイトホールから、噴き出したらどうする。その付近の惑星は、未来永えい劫ごう汚お染せんされるぞ」

「知ったことか！」

　とナマコ。

「俺には関係ないね。少なくとも、俺の生き死にには……」

「間ま違ちがってる!!」

　自分の立場も顧かえりみず、エドは叫さけんだ。

「それは違うぞ。俺は絶対、赦ゆるさない！」

「何処の誰が、赦さないだって？」

　ナマコは嗤わらって言った。

「誰が赦さないだ？　え、新入り」

「この俺がだ」

　その瞬間、エドはふた回りも大きくなったようにナマコには見えた。

　始動したのだ。

「なあ」

　ナマコを見る目が、違う。

「この船で──」

「う……うんうん」

　ただ首を縦に振るナマコ。ついさっきまで歯し牙がにもかけていなかった相手に、圧倒されている。蛹さなぎが脱皮して、中から眠っていた本当のエドが現れたようだった。今まで──比戦的でも──親切にしておいてよかった。心底そう思った。

「いちばん偉いのは誰だ!?」

「そ、それは……」

　ナマコは口くち籠ごもった。

「船長か？」

「い、いや……」

　首を振るナマコ。

「船長も偉いが、あの漢おとこの傀かい儡らいだ。本当に偉いのは──」

「やはりね」

　エドは嗤った。会心の笑顔だった。

「あの漢か……。分解炉のテツ」

「あ、ああ」

　ナマコは張り子の虎とらみたいにピョコピョコ頷うなずいた。

「そうだと思う。誰も奴には勝てない……。俺なんか、近付く勇気もない」

「よし！」

　エドは決意を固めた。

「逢あって来る！　分解炉のテツに」

「や、やめとけ!!」

　ナマコは親身に止めた。

「あんたがただの新入りじゃないのはわかった。だが、やめとけ……。分解炉に放り込まれるぞ」

「もとより覚悟の上だ」

　エドはナマコを見た。

「今まで親切にしてくれて、ありがとう」

「後悔してる……」

　震えていた。

「あんたに親切にしていたことがテツにバレたら、俺まで分解されちまう……」

「十分経たって俺が戻らなかったら、逃げ支じ度たくをするんだな」

「ちょっと……」

「もう決めた！」

「待てい!!」

　そのエドの前に、タコ入道が立ちはだかった。

「テツに御目通り願うだと!?　片腹痛いわ！　この部屋の責任者は俺だ」

「どけ」

　エドはやっと聞こえるほどの低い声で言った。今までとは風格からして違う。

「邪じや魔まだ」

「どうしても行くと言うなら、俺を倒して──」

　次の瞬間には、タコ入道は床ゆかに昏こん倒とうしていた。折れた前歯が散乱している。

「吼ほえるなら、相手の強さを見み極きわめてからにしろ、ハゲ」

　拳こぶしを収おさめながらエドは言った。

「その能力もないから、つまらぬ怪け我がをする」

「痺しびれた……」

　と、本当に痺れながらナマコ。

「スカッとした！」

「おまえもあのタコが嫌いだったのか？」

「ああ。テツの子分というだけで、デカい面つらしてたからな。これでこの第十七房の連中は大半、あんたの味方だぜ」

「俺が殺されるまではな……」

「言うなって！　俺も漢だ!!」

　ナマコは付いてきた。

「いいのか？」

　半瞬だけ、振り返るエド。

「消されるぞ」

「いいんだ」

　とナマコ。

「なんか、あんたがテツとやり合うところを無む性しように見たくなった」




　分解炉のテツは、その名の通り『泥亀』の心臓部を成すゴミ分解炉の責任者である。まだ三十そこそこだが、荒くれ揃ぞろいの乗組員たちを束たばね、牛ぎゆう耳じり、君くん臨りんしていた。そこそこの漢であるには違いない。畏おそれられるだけではなく、ある種の尊敬も集めていたからだ。

　だが、エドを怯ひるませることはできなかった。

「ほう……」

　と、エドを一目見るなりテツは言った。百九十センチの長身である。しかも一グラムの贅ぜい肉にくもない筋肉質だった。実用本位で鍛きたえている。

「勇気あんなあ、おめえ」

　感心したように呟つぶやく。

「この俺に、直じか談判か？　一いつ遍ぺん死ぬか？　死ぬのは一遍だけだけどな……。痛いよ」

　単なる脅おどしではない。本気だ。エドでさえ一瞬ビビった。

「なるほど。赤毛の新入りたあ、おめえのことか。だが、もうちょっと分ふん別べつのある奴かと思ってたぜ」

「あんたのやり方に、文句がある」

　とエドは臆おくさず言った。

「ゴミはきちんと、分けて出そうぜ」

「いい考えだ！」

　テツの拳げん骨こつが、隔壁を凹へこませた。超合金の隔壁を──。

「こいつで決めるってのはどうだ!?」

「お望みとあらば……」

　さすがに冷汗が出た。ナマコは顔を覆おおい、それでも指の間から二人のやり取りをしっかり見ている。

「俺もどっちかと言えば朝まで討論するよりは、そっちの方が好きなんだ。本気で殴なぐり合うのも、ひさしぶりだぜ……」

「そんなに命が要いらんとはねえ……。もっとも、俺が勝っても取れるのは命だけだがね。で、まずないと思うが、おまえが勝ったら何が欲しい」

「この宇宙船の、全部」

　とエドは言った。

「ゴミ捨てのルールを、変えてやる！」

「俺たちはなあ……必要悪なんだぜ」

「言い訳するな。改めようともしないで!!　ブラックホール投とう棄きは絶対やめさせる！　この宇宙の、一万年後のためだ!!」

「ジェーンが来ちまうぜ」

「母さんの親友だったクム・ナンという人が、なんとかする……。それを無にしないのも俺たちの責任だ」

「言うよ、このガキは！」
















　面おも白しろいと、テツは身構えた。

「アルティメットで、やるか？」

「望むところだ」

　テツの馬乗りパンチは、効ききそうだ。

「しかし驚いたなあ……」

　と、エド。

「まさか、アシュラン人だったとは……」

「俺の親おや父じは、結けつ構こう偉いんだぞ」

　とテツは言った。

「その昔は、辺へん境きよう伯はくだったんだ」

「その息子のあんたが、何な故ぜ？」

「色々あってな……」

　本当に、色々ありそうだった。

「今じゃこんなゴミ回収船の、最高実力者だ。この、ティン・テツ様がな。言っておくが、俺の親父も強かったが、俺はさらに強いぜ！」

「らしいね……」

「おめえもラアルゴン人の血が混まじってるようだが──」

　もしかするとこれは親切からの忠告で、テツは言った。

「俺は名うての、ラアルゴン嫌いでな。特に、ラアルゴンの皇族がな。まさか縁者ではあるまいな」

「今のところはね……」

「親父を追放したラアルゴン皇帝に、いつか復ふく讐しゆうしてやる！　そう思いながら、今日もゴミ回収だが……」

「だから──」

　エドは言った。

「それを変えようと言っている！」

「俺のやり方でだ!!」

　とテツは叫さけんだ。

「てめえなんぞの指さし図ずは、受けねえぞ！　だが、この船にもこんなバカがいてくれたのかと思うと、俺は嬉うれしい!!」

　摑みかかった。

　予想に反して、互ご角かくに近い。

　体格の割に、エドはよく闘たたかった。

「やるな！」

　嬉しそうに、テツ。

「軍仕込みか!?」

「いい教師が、いっぱいいたんでね……」

「ほおお！」

　首を絞めにくる。

「チョークだ!!」

　ナマコが叫んだ。

「反則だぞ！」

「五う月る蠅せえ！　これもルールの内だ!!」

　テツは絞めながら、エドの体を手て摺すりに押しつけた。それを乗り越えてしまえば、足元には分解炉の処理槽が、奈な落らくへと続く口を開いて待ち受けている。

「おらおら、歯は応ごたえねえぞ！」

「そうかな」

　エドは自みずから倒れ込んだ。膝ひざ頭がしらがテツの腹にめり込む。

「ぐっ……」

「うまい!!」

　ナマコが叫んだ。

「負けんな！　ええと……」

　考えてみれば彼はまだ、エドの名を知らない。

「エドだ！」

　エドの巴ともえ投げ。テツはすっくと、足から着地した。巨体に似合わず、猫のように身軽だ。これは手て強ごわい。

「そこだ、エド!!」

「面おも白しろい。ぞくぞくするねえ……」

　心底楽しそうに、テツ。

「さあ来い、エド！」

「ああ」

　今度はがっぷり、組み合う。

「なるほどおめえなら、変えられるかも知れねえ」

　テツは言った。

「だからと言って、負けてやるつもりはない」

「こっちも勝ちを譲って貰もらおうなんて思っちゃいない！」

　バックの取り合い。そして寝ね技わざへと移行する。

「ほう……この連携、覚えがあるぞ」

　とテツは言った。

「クライバーン流か？」

「ちょっと違うね」

　刈り倒してからアキレス腱けん固めに移行しつつ、エドは言った。

「キーナン流だ」

「その若さでは、直接キーナンは知るまいに！」

「孫まご弟で子しだ!!　本人と『会話』したこともある!!」

　バックドロップに投げ捨てようとする。

「なんて奴だ……」

　ナマコは戦せん慄りつした。

「一歩も譲らねえじゃねえか。こんな奴に、タメ口を叩たたいてたのか、俺は──」

「エドよ。ひとつ教えてやろう」
















　投げを返して、テツは言った。

「経験不足ってのは、命取りだぜ」

「経験が行動を、萎い縮しゆくさせるということもある!!」

「理屈だ。だがあの廃棄物の山をどうする。惑星一個丸々、危険物で固めるか？」

「だから考えると言っている！　ブラックホールに押し付けてばかりでは、いつか手痛い竹箆しつぺ返がえしが来る!!」

「おまえのスパンは、大きいんだなあ……」

　とテツ。

「せいぜい百年くらい先のことしか考えていない俺と較くらべりゃ、雲うん泥でいの差だ。それでも明日のことしか考えてねえこの『泥亀』の連中に較べりゃましかと思ってたが、その中にいるといつか染まってしまうものらしい……」

「だろう。だから──」

「だが──!!」

　油断した。凄すさまじいパンチをもろに腹に喰らう。

「まだまだ青い！」

　くの字に折れたエドの後頭部に、今度は凄まじい踵かかと落としが──。

「さて……」

　自分も激しく首を振りながら、テツ。

「これで生せい殺さつ与よ奪だつの権を握ったというわけだ……」

　気を失ったエドの首に掛かっていたペンダントに、ふと気付く。

「ママの写真かな？」

　ロケットを開あけてみる。

「ふうむ……」

　顎あごに手を当て、首を傾かしげる。

「よくわからん奴だ。おい！」

　馬鹿みたいに突っ立っている、ナマコに声をかける。

「連れて行って、介かい抱ほうしてやれ!!」

「こここ……殺されないんで？」

「阿あ呆ほう！」

　テツは大だい喝かつした。

「こいつを殺したら、俺たちは変わるチャンスを永遠に失なくしちまわあ!!」

「そ、それもそうですね……」

「ナマコよ」

「へ？」

　まさかテツが、自分のようなどうでもいい者の名を諳そらんじているとは思わなかった。しかし、分解炉のテツとはそういう漢だ。瘦やせても枯れても、あのティン・シュンの息子である。

「お互い、拾い物をしたな」

「そ、そうでやすね……」

「俺の親父は、かつてあのタイラーとやり合ったそうだが……」

　遠い目をして、テツ。

「俺も、なんかそのおこぼれくらいには、あり付けそうな予感がしてきたぜ。運命を拾うか……、ゴミの中からな」

「やっぱ、きちんと分ぶん別べつしなきゃいけませんね」

　言わずもがなの、ナマコ。

「何が転がっているか、わかりませんや」

「それができる目も、養っておかなきゃな」

　と、自じ嘲ちようの笑みを漏もらす、テツ。

「貴族の教育なんか、零れい落らくした身には無む駄だだと思っていた。昔はそれが嫌いやだったが……。今となっては親父に感謝せんとな」

　そう言って、エドを見た。

「なあ、タイラーの孫……」










　第八章　血ち潮しおが騒ぎますか




「おのれ、憎にっくきカツヤ・タイラーめが！　こちらの誘いに乗って、ノコノコ現れおったわ!!」

　船団旗き艦かん『レヴィアタン』のブリッジで、三大幹部の最後の一人ノリユキ・オストベルクは吠ほえた。

「死にに来るとは殊しゆ勝しような奴よ」

　いかにも勝算ありげに見えるが実のところ、もはやそうとでも叫さけぶ他に、彼には怯おびえる部下たちを鼓こ舞ぶする術すべがなかったとも言える。敵将カツヤ・タイラーの名は、来らい世せを約束され、死すら恐れぬはずの信者たちにさえ動揺を引き起こすに充分であった。カーツ・ウェクサーが敗やぶれ、ニッキー・カルキンまた敗れ、順番からすれば次は──という悪い予感を抱いだくなというのが無理な話であろう。

　だがブラック・セラフィムは愚ぐ直ちよくにも、最後に残ったセラフであるノリユキ・オストベルクすらこの『聖戦』に投とう入にゆうしてきたのである。

　それを知った時、カツヤは雀こ躍おどりした。

「もらい！」

　と、彼は義ぎ兄けいであるシゲチヨ・ヤマモト大将（昇進）の前で叫んだ。

「ブラック・セラフィムも気前がいいや。そんなに俺に、手て柄がらを立てさせてくれるとはね。そんなに喰くって欲しけりゃ遠慮なく喰ってやる！　さてと……三匹目のセラフの味は、どんなもんかな？」

「油断してはいけない、カツヤくん」

　と、ジャスティ・ウエキ・タイラーの娘むすめ婿むこで、エドの父親でもある義兄は親身に言った。

「勝って兜かぶとの緒おを締めよ。敵も三度目ともなれば、どんな対抗策を講じていないとも……」

「やっぱり苦労性だなあ、義に兄いさんは……」

　と破は竹ちくの勢いの番長はしみじみ言った。

「そんなことじゃ、昇進も大将どまりですよ。元げん帥すいになりたきゃ、もう少し思い切りがなきゃ」

「大きなお世話だ！」

　珍めずらしくシゲチヨは叫んだ。

「私の身の振り方などよりもカツヤくん、いや、タイラー番長、君に勝算はあるのかね？」

「大ありです!!」

　即座に叫び、頷うなずく赤色巨星番長。

「よくぞ聞いてくれました！」

「ほう。あるのか！　さすがは番長……。で、どんな？」

「それは──」

　と、カツヤは言いかけて笑い、そして言った。

「企業秘密です」

「私は身内だろう」

「そうですが……僕にとって企業内秘密を打ち明けてもいい身内というのは、エドとノリカと、ケンだけなんですよ。悪いですね、義に兄いさん」

「ま、仕方ないか……」

　シゲチヨは些いささかイジケながらも諾よしとした。

「タイラー閣かつ下かも、入っていないのであれば──」

『義兄さんは端はなから眼中にないんだけどなあ……』

　とは、さすがにカツヤも気の毒で言えない。ただ、

「出世しましょうよ、義兄さん」

　とだけ言い残し、カツヤは艦隊を引き連れて出撃していった。

「なんだか、彼には──」

　と、見送りながらシゲチヨは呟つぶやいた。

「タイラー家の血が、いちばん凝ぎよう縮しゆくされているみたいだなあ。父親より大だい胆たんで、自信過剰の有言実行……。ま、そんな奴が銀河に一人くらいはいていいか」




　そのカツヤの座乗する戦艦は、飛び抜けて大きい。

「何と巨大な艦ふねなのだ……」

　と、対たい峙じしたノリユキ・オストベルクが思わず呟いた。

「小惑星ほどもあるではないか……」

「図ずう体たいが大きいだけです」

　と、副官が言った。

「小回りは利ききますまい」

「だがな、ヴァーチュー・リーウ」

　と、ノリユキは言った。

「あれを攻略するのは、骨だぞ」

「そうでしょうか？」

「ああ、迂う闊かつには動けん。敵に先せん手てを打たせよう。後ご手てに回って対たい処しよするのだ。この勝負、先に動いた方が負ける」




「敵もこの『常陸ひたち』の巨大さには戸と惑まどっているようですね」

　ドミトリー・ハイフェッツ参さん謀ぼう中佐が言った。

「なにせ、全長八万メートルもありますからな……」

「ああ。ヒラガー技術中将、ひさびさの会心作だ」

　鷹おう揚ように頷くカツヤ。

「しかし敵もまさか、この戦艦が俄にわか仕立のハリボテ戦艦とは夢にも思うまい……」

「言ってみれば、気球か風船。ヘリウムガスを充満させただけで、紙のようにペラペラの伽が藍らん洞どうですからな」

「うん。その気になれば中に、艦隊がまるまるスッポリ入る……」

「しかし番長も豪ごう気きだ」

　ドミトリーはしみじみ言った。

「あの偏へん屈くつなヒラガー老が、退屈しのぎの思い付きだけで設計した戦艦を、取り敢あえず大急ぎで建造させておいて、使い途みちは後から考えようというんですからね……」

「それだけの実績が、俺にはある」

「確かに──」

　腕組みしたまま、ため息のドミトリー。

「で、思い付きました？　使い途みち……」

「実はまだ考え中なんだ」

　と無む邪じや気きにカツヤ。

「でもまあ、取り敢えず敵は驚いてくれたみたいだねえ……」

　こういう八方破れなところは、ジャスティ・ウエキ・タイラーの息子であった。

「そりゃまあ、何かあるとは考えるでしょうね、普通……。中が武器で一杯だと、邪じや推すいしてくれるかも知れませんよ」

「たぶんそうだろ」

　カツヤは言った。

「その証拠に見ろ、敵はあれほどの大艦隊なのに、一歩も動かない」

「取り敢えずの、様子見、模様眺ながめですか？」

「うん。ひょっとしてこの勝負、先に動いた方が負けだなんて、敵が勝手に考えてくれると楽なんだがなあ……」

　そう言って、番長制服であるラッパズボンの足を、ごろんと前の座席に乗せるカツヤ。お行ぎよう儀ぎの悪さも魅力のひとつになりつつあった。

「じゃ、こっちも敵の出方を見させてもらいますか……」

　カツヤ側にとっては気楽な、ノリユキ・オストベルクにとっては重苦しい対峙が、丸一日続いた。

　その間、味方は存分にリラックスして寛くつろぎ、敵は緊張の余り、体力と精神力とを磨すり減らした。

「おい」

　さらに三時間ほど経たって、カツヤは艦隊の全将兵に命令した。

「交こう替たいでメシ食って風ふ呂ろ入って、眠れる奴は寝ていいぞ」

　仰ぎよう天てんの命令であった。

「どうせ敵は、動きっこねえんだから。敵は馬鹿だ。そいつははっきりした。警戒無用！」

　この瞬間に、勝負はあった。




「もはや限界だ……」

　と、三日目になってノリユキは言った。

「あの巨大な敵旗艦に、全力攻撃を敢かん行こうする!!」

　げっそりと頰ほおがこけ、眼がん窩かの落ち窪くぼんだセラフ・ノリユキ・オストベルク。この三日間、一いつ睡すいもしていない。張り詰めていたので憔しよう悴すいしきっている。もはや美青年の面おも影かげはない。決意も悲ひ壮そうであった。麾き下かの幹部や信者たちも似たりよったりである。

「よいか！」

　ノリユキは決死の覚悟で叫んだ。

「全軍突撃、死ぬ気でかかれ!!」

　そして彼らは、本当に死んでしまう。




「敵が動き始めました」

　と、旗艦『常陸』のブリッジでフランソワーズ・ドレフュスが報告する。

　その報告を受けた時、カツヤは『常陸』の娯楽室で、遊ゆう興きように耽ふけっていた。

　巨大な『常陸』は、そのサイズに比例して居住空間もだだっ広い。逆に言えば、それだけが取とり柄えの戦艦──戦艦という呼称さえ看板に偽いつわりありなのだが──である。

　従って、当然ながら娯楽室も無意味に広かった。

　より正確には娯楽室兼集団仮眠場兼宴会場……と言うのが近い。

　二百五十畳敷きの安あ土づち桃もも山やま風の、金きん箔ぱく襖ふすま付つきの豪華絢けん爛らん娯楽室である。カツヤはそこに『常陸』の全女性士官や女性兵士を集め、振り袖を着させた。

　そして自分はあの番長の『制服』のまま目隠しをし、

「♪カッちゃんこちら～」

「♪手の鳴る方へ～」

　と、かの大おお石いし内く蔵らの助すけも吉き良らの目を眩くらますために興じたという、色街遊びの定番中の定番、目隠し鬼に耽っていたのである。

「捕つかまえたぞ～!!」

　まさに報告を受けたその瞬間、カツヤはようやく一人を捕まえたところであった。

「この肌はだ触ざわりはエバちゃんかな～？　それともキョウコちゃん？」

　ドキドキしながら目隠しを外はずすと、目の前に髭ひげ面づらがあった。

「私です……」

　憮ぶ然ぜんとしながら咳せき払ばらいする、ハイフェッツ中佐。

「敵が動き始めました」

「やっとか……」

　いいところでと、失望の色をありあり浮かべながら、カツヤ。

「それより番長。これは……」

「これも作戦のうちさ。おかげでリラックスできた」

「リラックスし過ぎです！」

「いいじゃないか……」

　俯うつむきながら、言った。

「一度やってみたかったんだ」

「とにかく、至急ブリッジへ──」

「よっしゃ!!」

　そこは誰よりも気持ちの切り替えは早いカツヤである。

「休養充分！」

　充分過ぎた。

「じゃ、みんな、後はヨロシクね～！」

　巨大娯楽室はその瞬間、集団更衣室と化した。襖に穴を開けて覗のぞけないのが何より辛つらい。

「さてと……」

『常陸』は巨大だ。遊戯室からブリッジへと向かう環状線の中で、カツヤは思案した。

「どうするかな……」

「考えてなかったんですか!?」

　呆あきれつつドミトリー。

「次はブリッジ～下、ブリッジ～下」

　車内アナウンスが告げる。

　艦内環状線ブリッジ下駅から、ブリッジへと通じるエレベーターの中でも、カツヤは思案していた。

「ずっと目隠し鬼していたからね……」

　何気なく呟いて、

「目隠し……目隠し。そうか、これがあった！」

　不意に叫ぶ。

「目隠し！　勝ったぞ中佐!!」

「はあ……」

　ドミトリーは釈しやく然ぜんとしない。

『この番長は……』

　エレベーターの扉とびらが開く。

「何をなさってたんです!?」

　フランソワーズの叱しつ責せきが飛んだ。

「内ない緒しよ」

「知ってますよ！」

　と、フランソワーズはピリピリしていた。

「艦内モニターで全部見てました。番長は女性の敵ですね」

「かも知れない……」

　悪びれもせずにカツヤは言った。

「君も来ればよかったのに……。そうすれば昇進できたよ」

「もう充分ですわ!!」

　かく言うフランソワーズは少佐の階級章を付けていた。カツヤの維い幕ばくに入ると昇進はやたら早い。特に女性士官は異様に早くなる。言いたいことも言える。

「ま、君の働きに報むくいるにはまだ足りない」

「私をおだてても、現状は何も変わりませんよ」

「ああ、知ってる」

　平然と、カツヤは言った。

「だから変えに来た！」




「カツヤ・タイラーは何を考えているのだ……」

　実は何も考えていないことを、ノリユキは知らない。

「もしかすると、取り返しのつかない時間を浪費させられたかも──」

　実際には、浪費させられたのは体力だった。

　それに対し、カツヤ艦隊の方は休養充分である。その差は砲撃の命中率の差や、集中力の持続時間の差となって如によ実じつに現れる。

「セラフ……」

　副官リーウが嗄かれた声で告げる。叫ぼうとして、既すでに叫びにならなかった。

「カツヤ艦隊が、相対座標で我が船団の天頂方向に位置を占めようとしています!!」

「馬ば鹿かめ！」

　ノリユキは嘲あざけった。

「またあの、リガの惨さん劇げきの再現か!?　馬鹿のひとつ覚えとはこのことだな!!　こちらはとっくにお見通しだぞ!!」

　対抗策も、考えてある。

「見るな！」

　と、ノリユキは調ちよう伏ぶく船団の全員に向けて命令した。

「あの光の柱さえ見なければよいのだ!!　窓をシールドし、スクリーンのスイッチを切れ！」

　それだけではまだ安心できない。

「カルキンの時のように、通信回路に映像を割り込ませて来るかも知れんぞ!!　一いつ切さいの通信回路を封ふう印いんせよ!!　とにかく何も見るな！」

　自分で自分の首を絞めていることにも気付かず、ノリユキは叫んだ。

「見てはいかん!!」




「敵が目隠しを完了したようです」

　とフランソワーズ。

「可哀かわい相そうに……」

　と、カツヤは泣いていた。

「まともな戦略を持たない軍ってのは、哀れだよな。だが、ここで見み逃のがす訳わけにはいかない。見逃せばおまえらは、また悪さをするだろう……」

「正しい判断です」

　ドミトリーは言った。

「御命令を……」

「撃て!!」

　カツヤは全艦隊に命令した。

　リガの惨劇を再現し、敵をパニックに陥おとしいれるための光の柱を、わざわざ作る必要はない。今回の標的は、直接敵船団であった。

　スクリーンをシールドし、通信を封鎖していた敵には、為なす術すべもない。

　一方的な殺さつ戮りくとなった。

「なんだかなあ……」

　悪いことをしているように、カツヤは哭ないた。

「俺って、極ごく悪あく人にんかも──」

　一いつ斉せい砲撃に吞のまれて、敵はほぼ全滅した。もちろん司令官であるノリユキ・オストベルクも旗艦ごと非ひ業ごうの討うち死にである。楽勝と言うには、罪悪感もある。

「三大幹部を、消しちゃったよ……」

　カツヤは言った。

「だけど全然、嬉うれしくない!!」

　ひどい自じ己こ嫌けん悪おだけである。

　後に──、

　この戦せん闘とうはそのあまりに一方的な結末から『オリオンの泥鰌どじよう掬すくい』と呼ばれることになる。

「ああ、後味悪わりィ！」

　しきりに頭を搔かき毟むしるカツヤを見ながら、

『軍人には、不向きな人……』

　と、フランソワーズ・ドレフュス少佐は思った。

『でも、どうしようもなく自じ堕だ落らくだけど、この人のこういうところや、あの天才的な閃ひらめきに、女は惹ひかれていくんだわ……』




「ここだ」

　と、テツは言った。

「ここがこの『泥亀』の、もうひとつの心臓だ」

　暗い空間に、照明が入る。それでもまだ昏くらいが、雰囲気はむしろ伝わる。

「まだ鼓動していないがね」

「凄い……」

　エドは唸うなった。一目見ればこの機関が、どれほどのパワーを絞り出すかくらいは素人しろうとである彼にもわかる。

「つまり『泥亀』は、カメの甲こう羅らを被かぶった恐きよう竜りゆうって訳わけか……」

「そうだな。こいつの開発に俺は、儲もうけの大半と心しん血けつの全すべてを注いできたんだ」

　テツはエドを見た。

「おまえを見た時、ピンときた。こいつがフル回転する日も近いってな……」

「産業廃棄物を燃やして走る、エンジンか……」

「しかしな」

　とテツ。

「問題もある」

「汚お染せんか？」

「いや。安全対策は万ばん全ぜんだ」

「そんなことを言って、燃料漏もれを起こした原子炉もあったっけ……」

「茶化すな。これはな、夢の無公害動力だ。しかも有害物質を無害化する効果もあり、一石二鳥だ。問題は別にある。こいつのフル回転に、『泥亀』は耐えられまい。出力数パーセントの試運転がやっとだ。それ以上は船体がバラバラになっちまう。もともとゴミの寄せ集めみたいな船だからな……。本領発はつ揮きにゃ、程ほど遠とおい」

「なんだ。宝の持ち腐ぐされじゃないか」

「そうなんだ」

　テツは苦笑いした。

「しかし、何も『泥亀』に限ったことじゃない」

　愛する船を弁護するかのように、テツは言った。

「おそらく、このエンジンのパワーを遺い憾かんなく発揮できる船は、宇宙にはない。伝説の戦艦である『信濃』や『樺から太ふと』でさえ、オーバーパワーだ。こいつとマッチングのいい船体を建造するには、予算がまるで足りねえ」

「なるほどね……」

「本当に素す晴ばらしいボディーと出で逢あう時、このエンジンはこれ本来の性能を発揮してくれるはずなんだ。おそらく宇宙一の船になる。歴史を変える程の──」

「ふたつ一いつ緒しよで、完全か……。ひとつでは、虚むなしいか……」

　エドは呟いた。

『俺とマチコみたいなものか……』

　くくっと嗤わらう。

「どっかに、こいつを載せられる船はねえもんかな」

　テツは言った。巨大な『泥亀』の総容積の半分を占めるエンジンである。

「まあ、こいつを載せるとしたら、全長数十キロで、しかも中身が空からっぽの戦艦だな。絶対最強無敵になるぞ」

「そんな艦ふねが都つ合ごうよくあるもんかい!!」

　エドは笑った。

「あんたの大おお風ぶ呂ろ敷しきは、素す敵てきだけどな……」

「ま、夢は夢のうちが楽しいって言うしな。こういうものもあるってことだけ、頭の片隅にでも、覚えておいてくれ」

「わかった……」

　頷く。

「で、エドよ。この『泥亀』の新しい船長として、最初の命令は？」

「決まっているさ」

　エドは言った。

「マチコを迎えに行く!!」




「キムタークよ」

　と、横たわったままのヤーヴェが呟く。もはや自分の余よ命めいが幾いく許ばくもない、いや、それどころか死が旦たん夕せきに迫っていることを、老人は認識せずにはおれない。

「おまえをセラフに任じる……」

「しかと──!!」

　跪ひざまずいたキムタークは唇くちびるを嚙かんだ。

「何を期待されているかは、言わずともわかっておろうな」

「カツヤめを殪たおし、マリアを連れ還かえること……」

「いかさま（その通り）……」

　と横たわった、神になりかけの男は言った。

「両方を為なし得た時、おまえは誰が何と言おうが、この私の後継者だ」

「身に余りし光栄！」

「私の命のあるうちに……マチコを……。一目、あれに……」

「わかっております」

　キムタークは立ち上がった。

「この足で、まずはカツヤ・タイラーめの首く級びを──!!」

「頼むぞ！」

　絞しぼり出すようなヤーヴェの声は、祈りに近かった。

「行け、キムターク!!」

『俺の時代が来る！』

　と、大理石の廊ろう下かを滑すべるように進みながら、キムタークは思った。

『輝ける俺の時代が──!!』

「キムタークさま！」

　影のように付き従いながら、カッツ・モリガンが言った。

「おう、カッツ!!」

　一いち瞥べつして、キムタークは微笑ほほえむ。

「おまえもオーファンになったのか!?」

「はい。だいぶ風通しがよくなりました」

「三大無能幹部の弊へい害がいは、小さくはなかったからな」

　もはや歯に衣きぬ着せぬ。

「俺は出撃する！　おまえは──」

「マリアを奪だつ回かい……」

「ふふふ……」

　キムタークは笑った。

「おまえがいてくれて、よかった」

「気を付けてください、キムタークさま」

　カッツは言った。

「カツヤ・タイラーめは巨大な宇宙戦艦を手に入れたようです」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　と、一笑に付ふすキムタークである。

「俺の見るところ、まだカツヤはその巨大宇宙戦艦スーパー・シツプとやらを、使いこなせてはいない！」

「しかし、油断は禁物です。現に──」

「カッツ！」

　キムタークはマントの裾すそを翻ひるがえして、叫んだ。

「俺をあの三大幹部連中と一緒にするなよ!!」

「は、はい……」

　思わず畏かしこまるカッツ・モリガン。

「出過ぎた口でした……」

「決戦だ、カツヤよ」

　マントを靡なびかせ、キムタークは叫ぶ。

「スーパーシップで、攻めてこい！」


つづく












　あとがき




　女っ気けのない、話になってしまったなあ……。

　ふと気付くと『無責任カルテット』って、吉岡作品でも屈くつ指しの、女性キャラの活躍しない作品ではないか。ま、そのぶん美少年キャラは腐くさるくらい出て来るし、これも前シリーズの『無責任キッズ』の反動だろうか？

　特に意識はしていないんだが、時代の趨すう勢せいが美少年を鑑賞しましょう……という流れになってきているから仕方ない。要するに、主導権を美少年を愛めで、鑑賞すべき側、つまり女性が完かん璧ぺきに握っているってことね。しっかりしろ男！　鑑賞される側でなく鑑賞する側になれ……と言いたい。

　話は少し変わるが、僕は今、巷ちまたで流行している『育てゲー』とか『デートゲー』と呼ばれる一連の電脳シミュレーションゲームが嫌いである。前者の代表は『プリメ』で、後者のそれは『ときメモ』ってことになるんでしょうか？　両方一いつ緒しよにするのは乱暴だけど、敢あえて一緒くたに非難させていただく。これこそ最近、男に元気がない諸悪の根源だと思うからだ。なに？　女性用の『育てゲー』や『デートゲー』もある？　それはこの際、量的に無視しよう。でないと論理が進まない。

　要するに、オタクの男どもはついに対人関係の努力を全面的に放ほう棄きしちゃったんですね。そして電脳空間に活路を見み出いだした。ずっと前から彼らの『生きて』いる世界は実生活よりもそっちに比重が置かれていたんだけど、とうとう……と言うか当然の帰結で、実生活空間の中に残しておいた足場も引き上げてしまった。本物の女の子は確かに疲れる訳わけで、本当に疲れ切ってしまったのでしょう。で、電脳空間に逃げる。そっちの方が絶対楽しいに決まってる。

　で、後はそこから出てこないから存在していないも同じ。そして彼らは、発言しなくなった。以前は実生活に適応できなくても、

「これは好き！」

　くらいは言ってたんだけど、それさえもしなくなった。

　残ったのは、非オタクの、つまり鑑賞に耐える美少年だけ。

　で、今は女の子が、

「これが好き!!　絶対好き！」

　と大声で叫さけび始めた。

　この『大声で』というところが、実はミソだと思う。

　というのは、ここに男女の資質の決定的な差（というか、オタク歴の差）があると思うからだ。

　男ってのはね、そんなに大声では叫びません。

　本当は好きで好きで大好きで、好きでたまらんものを『好きだ』と言いたい時でも、

「好きかも……」

「割と好き」

「ちょっと好き」

「どちらかと言えば、好き……」

　と、いちおう韜とう晦かいしてみせるのがオトコという人種の特性だったりするからだ。

　中には、

「最近こういうのが、流は行やっているらしいね」

　と言っているその言葉の意味するところが、

「俺はこれが好きなんだ！　文句あるか!?」

　だったりするから始末に負えない。

　女性には、そういうところがない。綺き麗れいさっぱり、欠けつ如じよしている（ように、少なくとも僕には思える）。

「何々好き!!」

　と言い切ってしまう思い切りのよさがある。そこに屈折は微み塵じんもない。

　別に女性は羞しゆう恥ち心しんが欠けつ如じよしているとか、そういう方向に持っていきたいのではない。

　むしろ素直に、パワーがあるのだと好意的に解かい釈しやくしている。

　いきおい、男性の趣味は暗く、女性のそれは明るい。

　Ｈのレベルにおいて、ほぼ同程度のロリ本とやおい本があったと仮定してみたまえ。

　同じくらいのハードさであった場合、それを買う男の屈折の度合は深く、女性のそれは浅い。浅いどころかあっけらかんとしている。そしてその方が自然だし、好ましいとさえ思うのは何な故ぜか？

　それを僕は、Ｈの歴史の長さの差と解釈している。

　オタクの歴史は、男は長く（安あ土づち桃もも山やま時代からあった。信長と秀吉は茶器オタクだった）女性は短い。しかも女性のそれは鎖国時代を経へていないので、屈折していない。

　これは、長い鎖国時代中に、男の趣味が、Ｈすらも含めて全部『道』になってしまったからだと推測できる。

『道』だから、即すなわち師匠がいて、模範があり、当然一流三流といったランク付け、要するに『趣味の偏差値』があるのだ。当然その趣味に志こころざす者は例外なく暗黙の了解で、それに縛られる。

「こういうものを大声で『好きだ！』と叫んでしまうことは、もしかしたらこの世界では、とっても恥ずかしいことではないだろうか？」

　という危き惧ぐを抱いだいてしまうから、いきおい、

『好きだ！』

　とは言えないのです。

『実は……』

　という屈折が芽め生ばえる。

　同時に、

「これを『好きだ』ということにしておけば、まず間ま違ちがいはない」

　というものもあって、だから実はそれがあんまり好きではない人も、

『○○はいいですねえ……』

　と言っておけばその共通の価値観やコトバの通じる仲間内でバカにされることはない。

　で、

「どうやらこれは、世間で認められたらしい」

　ということになれば、皆が、

『○○はいい！』

　と一いつ斉せいに叫び始める。そして、ある時ほぼ一斉に熄やむ。

　日本人のブームというのは、実はこういうことじゃないのだろうか？




　で、女性である。

　女性の場合には、上記のような思考サイクルが働かない。もしくは非常に稀き薄はくだと言うことはできるのではなかろうか。

「バカにされるかも知れない……」

　という畏おそれが先に立つ男と違って、

「誰が何と言おうと、あたしはこれが好きなのよ！」

　と言い切ってしまえる強さがある。

　例たとえば男同士の場合、見知らぬ同好の士が、即売会やその手の書店で同じＨ本を手に取ってレジに並んでも、そこから会話が始まるということはまずない。

『なんだ、あんな奴と趣味が同じなのか』

　と思って、その本を棚に戻そうかなと思うくらいがせいぜいである。

　しかし、女性の場合は、

「あら、あなたもこれ好きなの!?」

　と会話が弾はずみ、意い気き投とう合ごうして、遂ついにはその年、冬コミで机を並べ、さらには翌年正月一緒に美少年本を漁あさるべく香港ホンコンまで行ってしまった……というようなことも充分にあり得るのである。

　あ、言っておくが以上のような展開はあくまでもフィクションであって、特にモデルはいない。いないがしかし、可能性としては濃厚にあり得るのである。

　男は絶対に、そんなことはしない。

　自分のことは棚に上げ、

『あんな趣味の奴とは仲良くしない』

　と思い、むしろその（本当は好きな、あるいは好きだったかも知れない）趣味を捨てるであろう。そして、より『安全』『無ぶ難なん』と思われる趣味の方向に向かうのだ。そして、無難な、その世界では権威であるものを、自分の『趣味』であろうと思い込もうとする。幸いにして大たい抵ていの場合は、そう思い込むことに成功するのだが、これって救いかね？

　男と女、どっちの趣味のありようが楽しいかは言うまでもない。

　だが、実は日本の男性に、今の女性のような生き方はできないのだ。

　好きなものを『好きだ！』と、誰だれ憚はばかることなく叫ぶことは、今のところ女性の特権であると言っていい。

　男にできるのはせいぜい、

「女子供（便利な言葉だ。つまりこれは、好きなものを好きと言える彼女らを妬ねたんでいるのである）には○○、大人気らしいね……」

　と自分の気持ちを仮か託たくして言うくらいなものである。寂さびしいねえ……。

　男に元気がないと言われるのも、けだし当然ではないか。

　逆に言えば男の趣味は、とことん個人的でありながら根差すところは第三者の評価であり、女性のそれは公共的でより普遍性があるが、価値基準では自分自身の好悪に正直であるとも言える。自分というものに自信があるのだ。だからこそ全すべてオープンであり、屈くつ託たくがなく、明るい。

　羨うらやましいとさえ、思うのだ。

　だって堂々と大声で、電車の中でも、

「美少年って、何やっても赦ゆるせるのよね～。男同士のキスって素す敵てき……」

　と三み十そ路じを越えて叫べるんですぜ。

　僕？

　そういう僕ももちろん日本人のオトコです。声を限りに宣伝させてもらおう。

「ウチの奥さんの友だちもファンらしいんですけど、『無責任カルテット』って、もしかして割と面おも白しろいかも知れない……」

　今はこれが精せい一いつ杯ぱい……。





ＭＣＭＸＣＶＩ　著者
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